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表紙の絵

ギデオンはエホバの指示に従って軍隊を300人まで減らし，警戒を怠らなかった人を選んだ。（研究記事25の9節を参照。）
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研究記事25

長老の皆さん，ギデオンを見習いましょう


「ギデオン……について語っていくなら，時間がなくなるでしょう」。ヘブライ 11:32

124番の歌 揺るぎない愛

何を学ぶか*




 1. ペテロ第一 5章2節によると，長老たちにはどんな大切な務めが委ねられていますか。

エホバは，ご自分の大切な羊を世話する務めを長老たちに委ねています。長老たちは兄弟姉妹のために喜んで仕え，「しっかり世話する牧者」として，一生懸命に働いています。（エレ 23:4。ペテロ第一 5:2を読む。）会衆にこうした兄弟たちがいてくれるのは本当にうれしいことではないでしょうか。

 2. 長老たちはどんな問題にぶつかることがありますか。

2 長老たちは務めを果たしていく中で，いろいろな問題にぶつかることがあります。例えば，会衆の中でやるべきことが本当にたくさんあります。アメリカで長老として奉仕しているトニー兄弟は，仕事を引き受ける時に慎みが必要でした。こう言っています。「コロナが流行し始めた頃，私は集会や伝道を組織するための仕事を次々と引き受けました。でも，いくらやっても終わりが見えませんでした。だんだんと聖書通読や個人研究や祈りがおろそかになっていきました」。コソボで長老として奉仕しているイリル兄弟は，戦闘が激しい地域にいた時，組織からの指示に従うのを難しく感じました。こう言います。「危険な地域で兄弟姉妹を助けるという割り当てを支部から受けた時，勇気が必要でした。怖かったですし，この方法で本当にうまくいくんだろうかと感じました」。アジアで宣教者奉仕をしているティム兄弟は，毎日のやるべきことを行っていくのも難しく感じることがありました。こう言います。「時には，兄弟姉妹を助ける力が出てこないくらい疲れ切ってしまうことがありました」。では，こうした問題を乗り越えるために，長老たちはどんなことができるでしょうか。

 3. ギデオンの手本について考えるとよいのはどうしてですか。

3 長老たちは裁き人ギデオンの手本から学ぶことができます。（ヘブ 6:12; 11:32）ギデオンは，神の民を守り世話する務めを委ねられていました。（裁 2:16。代一 17:6）長老たちも，この大変な時代に兄弟姉妹を世話する責任が与えられています。（使徒 20:28。テモ二 3:1）ギデオンは慎みや謙遜さを示しました。エホバからの指示に従順に従い，問題にぶつかっても忍耐しました。長老たちはこうした面に見習うことができます。長老ではない人たちも，ギデオンについて学ぶなら，長老たちへの感謝が深まるでしょう。私たちは，一生懸命に働いている長老たちをぜひ支えたいと思います。（ヘブ 13:17）






慎みと謙遜さ


 4. ギデオンは慎みと謙遜さをどのように示しましたか。

4 ギデオンは慎み深く謙遜な人でした。* 天使を通して，ミディアン人からイスラエルを救うために選ばれた，と言われた時，謙遜にこう言いました。「私の氏族はマナセの中で一番小さく，私は父の家の中で最も取るに足りない者です」。（裁 6:15）ギデオンは，自分には果たせそうにない割り当てだと感じたのです。でもエホバは，ギデオンならできると思っていました。そして，ギデオンはエホバの助けによって，この務めをしっかり果たすことができました。

 5. 長老たちはどんな時に謙遜さや慎みを示すのを難しく感じるかもしれませんか。

5 長老たちは，いつも慎みや謙遜さを示すように努力しています。（ミカ 6:8。使徒 20:18，19）自分の才能や成し遂げたことを自慢することも，欠点や失敗のことで自分を過度に責めたりすることもしません。それでも，長老たちは難しさを感じることがあります。例えば，自分が果たせる以上の仕事を引き受けてしまうことがあるかもしれません。会衆の務めの果たし方について褒められることもあれば，悪く言われることもあるかもしれません。では，こうした状況に対処する上で，ギデオンの手本はどのように助けになるでしょうか。



[image: 長老がある兄弟に，公共エリア伝道で使う物が保管されている場所を案内し，説明している。]

ギデオンのように慎みのある長老は，公共エリア伝道を組織する時など，さまざまな場面で進んで助けを求める。（6節を参照。）





 6. 長老たちはギデオンの慎みにどのように見習えますか。（写真も参照。）

6 ほかの人に助けてもらう。慎みがある人は，自分の限界をわきまえています。ギデオンは慎み深く助けを求めました。（裁 6:27，35; 7:24）長老たちも同じようにすることができます。この記事の最初に出てきたトニー兄弟はこう言います。「育った環境も関係していると思うんですが，私は自分にできる以上の仕事を引き受けてしまう傾向がありました。それで，家族の崇拝で慎みについて調べ，妻にも意見を聞くことにしました。jw.orgの『イエスのように他の人を訓練し，信頼し，責任をゆだねる』の動画も見返しました」。やがて兄弟は，自分の仕事をほかの人に委ねるようになりました。どんな結果になったでしょうか。こう言っています。「会衆の仕事はきちんと行われています。それに，私もエホバとの絆を強める時間をもっと取れるようになりました」。

 7. 誰かから悪く言われる時，長老たちはどのようにギデオンを見習えますか。（ヤコブ 3:13）

7 悪く言われる時も穏やかに接する。長老たちは誰かから悪く言われる時，ギデオンの手本を思い出すことができます。ギデオンは自分が完全ではないことをよく分かっていたので，エフライムの人たちから文句を言われた時，怒るのではなく穏やかに接することができました。（裁 8:1-3）謙遜に耳を傾け，彼らが気分を害しているのはどうしてかを知ろうとしました。そのようにして，緊迫した状況を収めることができました。長老たちも同じようにすることができます。悪く言われるとしても，よく耳を傾け，穏やかに接するなら，会衆を平和な場所にすることができるでしょう。（ヤコブ 3:13を読む。）

 8. 長老たちは褒められる時，どんなことを意識できますか。

8 エホバが賛美されるようにする。ギデオンは戦いでミディアンに勝って称賛された時，みんなの注意をエホバに向けました。（裁 8:22，23）長老たちはどのように見習えるでしょうか。全てはエホバのおかげであることを忘れないことです。（コリ一 4:6，7）例えば，教え方が上手だと褒められる時には，聖書や組織の訓練の素晴らしさについて話すことができるかもしれません。自分に注目させてしまっていないだろうか，と時々考えてみましょう。ティモシー兄弟は長老になった頃，公開講演をするのが好きでした。こう言っています。「私は，凝った紹介の言葉や例えをよく使っていました。そのことでみんなから褒められることもよくありました。でも，エホバや聖書ではなく，自分に注目させてしまっていました」。やがて兄弟は，自分の教え方を変える必要があるということに気付きました。（格 27:21）教え方を変えてどんな結果になったでしょうか。こう言っています。「話の後に，兄弟姉妹が『問題に対処する上で助けになった』とか『エホバをもっと身近に感じた』とか言ってくれるようになりました。こういうコメントは，紹介の言葉や例えを褒められるよりももっとうれしいです」。






従順と勇気




[image: イスラエル人が水辺で水を飲む様子をギデオンが観察している。1人は手で水を口元まで運んでいる。ほかの人たちは身をかがめ，口を直接水に付けて飲んでいる。]

ギデオンはエホバの指示に従って軍隊を300人まで減らし，警戒を怠らなかった人を選んだ。（9節を参照。）





 9. ギデオンはどんな場面で従順や勇気を示す必要がありましたか。（表紙の絵を参照。）

9 ギデオンは裁き人になった後，従順や勇気が必要な場面が何度もありました。例えばエホバから，父親のものであるバアルの祭壇を壊すようにと言われました。（裁 6:25，26）戦いのために兵士を集めた時には，人数を減らすようにと2回も命じられました。（裁 7:2-7）そして，敵の陣営に真夜中に攻めていくようにとも言われました。（裁 7:9-11）

10. 長老たちはどんな時に従順を示すのを難しく感じるかもしれませんか。

10 長老たちは「進んで従」う必要があります。（ヤコ 3:17）聖書の教えや組織の指示にすぐに従うなら，兄弟姉妹の手本になることができます。でも，長老たちも従順に従うのを難しく感じることがあります。例えば，組織から次々と新しい指示が与えられる時，付いていくのを大変に感じるかもしれません。「本当にうまくいくんだろうか」と思えるような指示や，場合によっては逮捕される危険が伴う指示を与えられることもあります。ではそういう時，ギデオンの手本はどのように助けになるでしょうか。

11. さまざまな指示を与えられる時，長老たちはどのようにギデオンを見習えますか。

11 指示に注意深く従う。エホバはギデオンにさまざまな指示を与えました。父親の祭壇をどのように壊し，どこにエホバの祭壇を建て，どの動物を犠牲にするかといったことです。ギデオンは疑ったりせずに，この指示通りにしました。長老たちも，組織からの手紙やお知らせやガイドラインを受け取っています。これは，私たちの安全やエホバとの絆を守るためのものです。長老たちがこうした指示に従っているので，会衆のみんなが守られています。本当に感謝できることではないでしょうか。（詩 119:112）

12. 組織の指示や決定が変更される時，長老たちはヘブライ 13章17節をどのように当てはめられますか。

12 調整に進んで応じる。エホバはギデオンに兵士の数を99％以上も減らすようにと指示しました。（裁 7:8）ギデオンは，「本当にそうする必要があるんだろうか。それでうまくいくんだろうか」と思ったかもしれません。でも，エホバから言われた通りにしました。長老たちもギデオンを見習って，エホバの組織からの調整に進んで応じることができます。（ヘブライ 13:17を読む。）例えば，2014年に統治体は，王国会館や大会ホールの建設プロジェクトの費用を賄う方法を変更しました。（コリ二 8:12-14）各会衆が建設の費用を負担するのではなく，世界中の会衆から費用を集めるようになりました。そのお金を使って，どこでも必要な所に王国会館や大会ホールを建てることができます。こうして，資金が限られた会衆のためにも王国会館が建設されるようになりました。ホセ兄弟は新しい取り決めについて聞いた時，「こんなやり方で本当に大丈夫だろうか。この辺りにも王国会館を建ててもらえるんだろうか」と思いました。兄弟がこの調整を受け入れるのに何が助けになったでしょうか。こう言います。「格言 3章5，6節から，エホバを信頼することの大切さを思い起こしました。本当に素晴らしい結果になりました。たくさんの王国会館が建てられましたし，こういう方法で均等を図ることができるんだと気付かされました」。



[image: 普段着姿の兄弟が，バス停で男性に伝道している。後ろには警察官がいる。]

活動が禁止されている場所にいても，工夫しながら勇気を持って伝道することができる。（13節を参照。）





13. （ア）ギデオンはどんなことを確信していましたか。（イ）長老たちはどのようにギデオンを見習えますか。（写真も参照。）

13 エホバが望まれることを勇気を持って行う。ギデオンは，恐れや危険を感じる時もエホバからの指示に従いました。（裁 9:17）エホバから保証を与えられたので，神の民を守れるようにエホバが助けてくださると心から確信することができました。エホバの証人の活動が禁止されている地域の長老たちは，ギデオンを見習っています。逮捕されたり，尋問されたり，暴力を受けたり，仕事を失ったりする危険があっても，集会や伝道に率先しています。* 大患難の時，長老たちは危険が伴うような指示を受けることでしょう。その中には，ひょうのような音信を伝える方法や，マゴグのゴグの攻撃を生き残るためにすべきことが含まれているかもしれません。こうした指示に従うには勇気が必要です。（エゼ 38:18。啓 16:21）






忍耐


14. ギデオンはどんな場面で忍耐を示す必要がありましたか。

14 ギデオンは裁き人として，体力的に大変な任務を果たす必要もありました。夜中にミディアン人と戦い，逃げる敵をエズレルの谷からヨルダン川まで追い掛けました。（裁 7:22）そこはやぶに囲まれた場所でしたが，ギデオンは進むのをやめませんでした。とても疲れていましたが，ギデオンと300人はヨルダン川を渡り，追撃を続け，ついにミディアン人を打ち負かしたのです。（裁 8:4-12）

15. 長老たちはどんな時に忍耐を示す必要がありますか。

15 長老たちは，会衆や家族の世話のために，身体的にも精神的にも感情的にも消耗することがあります。そのような場合，ギデオンの手本から何を学べるでしょうか。



[image: 病院で，長老が聖書を開いて夫婦を慰めている。隣では，若い女性がベッドで横になっている。]

愛情深い長老たちは，支えを必要とする多くの兄弟姉妹を力づけてきた。（16-17節を参照。）





16-17. ギデオンが忍耐するのに何が助けになりましたか。長老たちはどんなことを確信していますか。（イザヤ 40:28-31）（写真も参照。）

16 エホバが力を与えてくださることを信じる。ギデオンは，エホバが力を与えてくださると信じていました。その信頼が裏切られることはありませんでした。（裁 6:14，34）ある時，ギデオンと兵士たちはミディアンの2人の王を走って追い掛けていました。恐らくこの王たちはラクダに乗っていたことでしょう。（裁 8:12，21）しかし，イスラエル人はエホバの助けによって敵たちに追い付き，打ち勝つことができました。長老たちもエホバに頼ることができます。エホバは「疲れ果てることも，弱ることもない」方で，必要な力を必ず与えてくださいます。（イザヤ 40:28-31を読む。）

17 医療機関連絡委員会で奉仕しているマシュー兄弟の例を考えてみましょう。兄弟が頑張り続ける上で何が助けになっているでしょうか。こう言っています。「フィリピ 4章13節の言葉の通りだと感じています。疲れてもう続けられないと感じることが何度もあります。そのような時には熱烈に祈り，兄弟姉妹を助けるのに必要な体力や気力をエホバに求めるようにしています。そうすると，エホバが力を吹き込んでくださるのを感じます」。ギデオンと同じように，長老たちは献身的にエホバの羊を世話する際，問題に直面することがあります。そういう時には，身体面や感情面で限界があることを認め，その限界を超えないようにする必要があります。それでも，エホバが祈りを聞き，忍耐するのに必要な力を与えてくださることを確信できます。（詩 116:1。フィリ 2:13）

18. 長老たちはギデオンのどんなところに見習えますか。

18 長老たちはギデオンの手本からたくさんの役立つ点を学ぶことができます。例えば，仕事をどれくらい引き受けるかを決める時や，褒められたり悪く言われたりする時に，慎みや謙遜さを示す必要があります。また，この体制が終わろうとしている今，従順と勇気を示さなければなりません。さらに，どんな問題が生じてもエホバが力を与えてくださることを信じる必要があります。このようにして一生懸命働く長老たちを「いつも敬[い]」，これからも感謝を示していきましょう。（フィリ 2:29）







長老たちはギデオンの手本にどのように見習えますか


	  慎みと謙遜さ
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	  忍耐









120番の歌 キリストの温和さに倣う

^  イスラエルの歴史の中でも特に大変だった時期に，エホバはご自分の民を世話し守るという責任をギデオンに委ねました。問題にぶつかることもたくさんありましたが，ギデオンは40年もの間，この務めを忠実に果たしました。この記事では，長老たちがギデオンの手本からどんな点を学べるかを取り上げます。


^  慎みと謙遜さはとても似ています。慎み深い人は自分に対してバランスの取れた見方をし，限界をわきまえます。謙遜な人は自分よりもほかの人が上だと考え，敬意を持って接するようにします。（フィリ 2:3）大抵，慎み深い人は謙遜さも兼ね備えています。


^  「ものみの塔」2019年7月号「禁令が課されてもエホバを崇拝し続ける」という記事の10-11ページ10-13節を参照。






^ （ヘブ 11:32） これ以上，何を言えばいいでしょうか。さらにギデオン，バラク，サムソン，エフタ，ダビデ，またサムエルやほかの預言者について語っていくなら，時間がなくなるでしょう。



^ （ペテ一 5:2） 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。


^  （エレ 23:4） そして私は，彼らをしっかり世話する牧者たちを立てる。彼らはもはや恐れることもおびえることもなくなり，誰も失われない」と，エホバは宣言する。



^  （ペテ一 5:2） 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。


^  （ヘブ 6:12） 怠けたりせず，信仰と辛抱のゆえに約束のものを受ける人たちに倣ってほしいのです。



^  （ヘブ 11:32） これ以上，何を言えばいいでしょうか。さらにギデオン，バラク，サムソン，エフタ，ダビデ，またサムエルやほかの預言者について語っていくなら，時間がなくなるでしょう。



^  （裁 2:16） エホバは裁き人*たちを立て，その人たちがイスラエルを略奪者から救うのだった。

用語集参照。


^  （代一 17:6） 私がイスラエル全体と共に進んだ間，私の民を世話させるために任命したイスラエルの裁き人の誰かに，『どうして私のために杉の家を建てなかったのか』と言ったことが一度でもあっただろうか」』。



^  （使徒 20:28） 自分自身と群れ全体に注意を払ってください。神が聖なる力によって皆さんを群れの監督に任命しました。神の会衆を牧者として世話するためであり，その会衆を神は自分の子の血によって買い取ったのです。



^  （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （裁 6:15） ギデオンは答えた。「失礼ですが，エホバ，私はどうやってイスラエルを救うのでしょうか。私の氏族はマナセの中で一番小さく，私は父の家の中で最も取るに足りない者です」。



^  （ミカ 6:8） 神はあなたに，何が善いことかを伝えた。 エホバがあなたに求めていることは何か。 ただ公正を守り*，揺るぎない愛を抱き*， 慎みを持って神と共に歩むことである。

または，「公平であり」。
または，「愛して親切に尽くし」。


^  （使徒 20:18， 19） 長老たちが来ると，パウロはこう言った。「アジア州に足を踏み入れた最初の日から私が皆さんの間でどう行動したか，皆さんはよく知っています。 19 涙を流し，ユダヤ人たちの陰謀による試練に遭いながら，ただただ謙遜に主のために一生懸命働きました。



^  （裁 6:27） ギデオンは召し使いを10人連れていき，エホバから告げられた通りにした。しかし，父の家の人たちや町の人たちを恐れて日中には行わず，夜中に行った。



^  （裁 6:35） ギデオンはマナセ全域に使者を送り，その人々も彼の下に集結した。アシェルとゼブルンとナフタリにも使者を送ると，その人々もギデオンに会いに来た。



^  （裁 7:24） ギデオンはエフライムの山地全域に使者を送ってこう言った。「下っていってミディアンを攻め，ベト･バラとヨルダン川の渡り場を占拠してください」。エフライムの全ての兵士が集結し，ベト･バラとヨルダン川の渡り場を占拠した。



^ （ヤコ 3:13） 皆さんの中に知恵と理解力がある人はいますか。その人は，立派な振る舞いをし，自分が知恵によって温和に行動していることを示してください。



^  （裁 8:1-3） エフライムの人たちはギデオンに言った。「一体どういうつもりだ。ミディアンと戦う時に，なぜわれわれを呼ばなかったんだ」。そしてひどく文句を言った。 2 ギデオンは言った。「皆さんがしたことに比べれば私は大したことはしていません。エフライムのブドウの収穫の残りは，アビ･エゼルの収穫に勝っているではありませんか。 3 神はミディアンの高官オレブとゼエブを皆さんの手に渡しました。皆さんがしたことに比べれば私は大したことはしていません」。ギデオンがこう話すと，エフライムの人たちの気持ちは治まった。



^  （ヤコ 3:13） 皆さんの中に知恵と理解力がある人はいますか。その人は，立派な振る舞いをし，自分が知恵によって温和に行動していることを示してください。



^  （裁 8:22， 23） その後，イスラエルの人たちはギデオンに言った。「あなたが，あなたの子と孫が，私たちを治めてください。あなたは私たちをミディアンから救ったからです」。 23 しかしギデオンは言った。「私は皆さんを治めませんし，私の子もそうしません。エホバが皆さんを治めるのです」。



^  （コリ一 4:6， 7） さて，兄弟たち，私は皆さんのために，こうしたことを私とアポロに当てはめて*論じてきました。「書かれている事柄を越えてはならない」という点を学んでもらい，皆さんが思い上がって人をひいきしたり見下したりすることのないためです。 7 というのは，あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか。

または，「置き換えて」。


^  （格 27:21） るつぼは銀のため，炉は金のためにあり， 称賛によって人は試される*。

または，「人は受ける称賛によってどんな人かが分かる」。


^  （裁 6:25， 26） その夜，エホバはギデオンに言った。「あなたの父の若い雄牛，7歳になる第2の若い雄牛を取りなさい。そして，あなたの父のものであるバアルの祭壇を取り壊し，そばにある聖木を切り倒すように。 26 この安全な場所の一番高い所に石を並べてあなたの神エホバのための祭壇を作ってから，切り倒した聖木をまきにして第2の若い雄牛を全焼の捧げ物として捧げなさい」。



^  （裁 7:2-7） エホバはギデオンに言った。「あなたと共にいる人々は多過ぎるので，私はあなたたちをミディアンに勝たせることはしない。イスラエルは私に向かって自慢し，『自分の力で勝ったのだ』と言いかねない。 3 さあ，皆の前で，『怖がって震えている人は家に帰ってもよい』と言いなさい」。ギデオンは人々を試した。すると2万2000人が家に帰り，1万人が残った。 4 エホバはさらにギデオンに言った。「まだ多過ぎる。人々を水辺に行かせなさい。私がそこで彼らを試すためだ。私があなたに『この人はあなたと共に行く』と言ったら，その人はあなたと共に行くが，『この人はあなたと一緒に行かない』と言ったら，一緒には行かない」。 5 それでギデオンは人々を水辺に連れていった。 エホバはギデオンに言った。「犬が水を飲む時のように警戒しながら水を飲む人全員を，膝を突いてかがんで飲む人と別にしなさい」。 6 手で水を口に持っていって飲んだ人は300人で，残りの人は膝を突いてかがんで飲んだ。 7 エホバはギデオンに言った。「手から飲んだ300人によって私はあなたたちを救い，あなたをミディアンに勝たせる。他の人々は皆，家に帰らせなさい」。



^  （裁 7:9-11） その夜のこと，エホバはギデオンに言った。「起きて，敵の陣営を攻めなさい。私はそれをあなたの手に渡した。 10 しかし，攻めるのが怖ければ，従者プラと一緒にその陣営に下っていくように。 11 彼らが話していることを聞きなさい。そうすれば，陣営を攻める勇気が出る」。そこでギデオンと従者プラは陣営の端の方に下っていった。



^  （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。



^  （詩 119:112） 私は決意を固めた。 どんな時も最後まであなたの規定に従うと。



^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （裁 7:8） 300人が人々から食糧と角笛を受け取った後，ギデオンはイスラエルの人たちを皆家に帰らせ，300人だけとどまらせた。ミディアンの陣営は，下に広がる谷あいの平原にあった。



^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （コリ二 8:12-14） 進んで与える気持ちがあるなら，受け入れられます。持っている物を与えればよいのです。持っていない物までは期待されていません。 13 ほかの人たちには楽をさせ，皆さんには大変な思いをさせる，というつもりはありません。 14 均等を図ることが目的です。皆さんが現在多めに持っている分が彼らの足りない分を埋め合わせ，彼らが多めに持っている分が皆さんの足りない分を埋め合わせると，均等になります。



^  （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^  （裁 9:17） 私の父は皆さんをミディアンから救うために命懸けで戦いました。



^  （エゼ 38:18） 主権者である主エホバはこう宣言する。『その日，ゴグがイスラエルに攻め込む日に，私の非常に激しい怒りが燃え上がる。



^  （啓 16:21） さらに，重さ20キロほどの大きなひょうが天から人々の上に降り，人々はひょうの災厄のゆえに神を冒瀆した。その災厄が甚大な被害をもたらしたからである。



^  （裁 7:22） 300人が角笛を吹き続けると，エホバは陣営の至る所で互いに向かって剣を振るわせた。軍勢はベト･シタまで，さらにツェレラ，またタバトに近いアベル･メホラの外れにまで逃げていった。



^  （裁 8:4-12） ギデオンはヨルダン川まで来て，それを渡った。ギデオンと300人は疲れていたが，追撃を続けた。 5 ギデオンはスコトの人たちに言った。「私に従っている人たちに，どうかパンを下さい。彼らは疲れていて，私たちはミディアンの王ゼバハとツァルムナを追撃しているのです」。 6 ところがスコトの高官たちは言った。「ゼバハとツァルムナを捕らえたとでもいうのか。どうしてあなたの軍隊にパンを与えなければならないのか」。 7 ギデオンは言った。「では，エホバがゼバハとツァルムナを私の手に渡してくださる時，私は荒野のいばらであなたたちを打ちたたきます」。 8 そこからペヌエルに上っていき，同じことを頼んだが，ペヌエルの人たちもスコトの人たちと同じように答えた。 9 ギデオンはペヌエルの人たちにもこう言った。「無事に戻ってくる時，この塔を打ち壊します」。 10 ゼバハとツァルムナはカルコルにいて，約1万5000人の軍隊も一緒だった。これは東方の人々の全軍のうち残った人たちで，剣を帯びた人がすでに12万人倒れていた。 11 ギデオンは，ノバハとヨグベハの東，天幕に住む人々の道を上っていき，陣営が油断しているところを攻撃した。 12 ミディアンの2人の王ゼバハとツァルムナが逃げると，ギデオンは追跡して2人を捕らえ，陣営全体を混乱に陥れた。



^ （イザ 40:28-31） あなたは知らないのか。聞いていないのか。 地の果てから果てまでを創造したエホバは，永遠にわたって神である。 疲れ果てることも，弱ることもない。 その理解力は計り知れない。 29 神は疲れた人に力を与え， 弱った人にみなぎる活力を与える。 30 少年が疲れ果てて弱ることも， 青年がつまずいて倒れることもある。 31 しかし，希望を抱いてエホバを待つ人は，再び力を得る。 ワシのように翼を広げて舞い上がる。 走っても弱ることがなく， 歩いても疲れ果てない」。



^  （裁 6:14） エホバはギデオンの方を向いてこう言った。「出掛けていき，あなたの力を用いてイスラエルをミディアンから救いなさい。私があなたを遣わすのではありませんか」。



^  （裁 6:34） エホバの聖なる力がギデオンに働き*，彼が角笛を鳴らすと，アビ･エゼルの子孫がギデオンの下に集結した。

または，「を包み」。


^  （裁 8:12） ミディアンの2人の王ゼバハとツァルムナが逃げると，ギデオンは追跡して2人を捕らえ，陣営全体を混乱に陥れた。



^  （裁 8:21） ゼバハとツァルムナは言った。「おまえが殺せ。男だったら力を見せてみろ」。そこでギデオンはゼバハとツァルムナを殺し，彼らのラクダの首にあった三日月形の飾りを取った。



^  （イザ 40:28-31） あなたは知らないのか。聞いていないのか。 地の果てから果てまでを創造したエホバは，永遠にわたって神である。 疲れ果てることも，弱ることもない。 その理解力は計り知れない。 29 神は疲れた人に力を与え， 弱った人にみなぎる活力を与える。 30 少年が疲れ果てて弱ることも， 青年がつまずいて倒れることもある。 31 しかし，希望を抱いてエホバを待つ人は，再び力を得る。 ワシのように翼を広げて舞い上がる。 走っても弱ることがなく， 歩いても疲れ果てない」。



^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （詩 116:1） 私はエホバを愛する。 私の声を*，助けを求める願いを聞いてくださるから。

もしかすると，「私は愛する。エホバは私の声を」。


^  （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^  （フィリ 2:29） 主に従う人を迎える時に皆さんがいつもしているように，エパフロデトを温かく歓迎してください。そして，彼のような人をいつも敬ってください。



^ （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。







研究記事26

エホバの日に向けて用意をしておく


「エホバの日[は]夜に忍び込む泥棒のように来る」。テサロニケ第一 5:2

143番の歌 諦めずにエホバの日を待ち続ける

何を学ぶか*




 1. エホバの日を生き残るためには，どんなことをする必要がありますか。

聖書の中で「エホバの日」とは，エホバが敵たちを滅ぼし，ご自分に仕える人たちを救い出す時のことを指しています。こうしたことは過去にも起きましたが，近い将来にも起きることが予告されています。（イザ 13:1，6。エゼ 13:5。ゼパ 1:8）「エホバの日」は大いなるバビロンに対する攻撃で始まり，ハルマゲドンの戦いで終わりを迎えます。この「日」を生き残るためには，今準備をしておく必要があります。イエスは「大患難」のために「用意をしていなさい」と教えました。これは，いつでも用意ができている状態にしておくということです。（マタ 24:21。ルカ 12:40）

 2. テサロニケ第一の手紙からどんなことが学べますか。

2 使徒パウロは，テサロニケのクリスチャンに宛てた最初の手紙の中で，エホバの日のために用意をしておくことの大切さをいろいろな例えを使って教えました。パウロはこの裁きの日がすぐに来るわけではないということを知っていました。（テサ二 2:1-3）でも，その日が明日にでも来るかのように考えて用意をしておくようにと勧めました。私たちもその勧めに従うことができます。では，パウロが使った例えから次の点について考えてみましょう。（1）エホバの日はどのように来ますか。（2）どんな人は生き残ることができないでしょうか。（3）生き残るためには，どんな用意をしておく必要がありますか。






エホバの日はどのように来るか




[image: 1. パウロが巻物に文字を書いている。2. 男性が夜にぐっすり眠っている間に，泥棒がこっそり家に忍び込んでいる。]

テサロニケ第一の手紙の中でパウロが使った例えから，私たちも学ぶことができる。（3節を参照。）





 3. エホバの日はどんな意味で夜に忍び込む泥棒のようですか。（挿絵も参照。）

3 「夜に忍び込む泥棒のよう」。（テサ一 5:2）パウロはエホバの日がどのように来るかについて，このように説明しました。泥棒は，夜の間に，人々に気付かれないように忍び込むものです。エホバの日も，多くの人にとって予期していない時に来ます。あまりにも早く物事が進展するので，エホバに仕える人でさえ驚くかもしれません。でも，邪悪な人たちとは違い，滅びを免れることができます。

 4. エホバの日はどのような意味で陣痛に似ていますか。

4 「妊婦に起こる陣痛と同じように」。（テサ一 5:3）妊婦は陣痛がいつ来るのか，正確な時を知りません。でも，それが必ず来るということは知っています。実際，陣痛は突然起こり，痛みを伴うものです。そして一度始まると，止めることはできません。同じようにエホバの日も，それがいつ来るのか，正確な日付や時間は分かりません。それでも，それが必ず来るということは分かっています。邪悪な人々に対する神の裁きは突然始まり，決して逃れられません。

 5. エホバの日はどんな意味で夜明けに似ていますか。

5 夜明けのよう。パウロの3番目の例えにも泥棒が出てきます。でもここでパウロは，エホバの日を夜明けに例えているようです。（テサ一 5:4）泥棒は，目の前のことに気を奪われていると，時間がたつのを忘れて，夜明けになるまで気付かないということがあるかもしれません。エホバから見て良くないことを行い続ける人たちにとって，大患難はこの夜明けのように突然やって来ます。でも，私たちはエホバが悲しむことをきっぱりと退け，「あらゆる善いことと正しいことと真実なこと」を行うことによって，エホバの日に向けて用意をしておくことができます。（エフェ 5:8-12）では次に，パウロが語った2つの例えから，どんな人はエホバの日を生き残ることができないかについて調べてみましょう。






どんな人は生き残ることができないか


 6. どんな意味で多くの人は眠っていると言えますか。（テサロニケ第一 5:6，7）

6 「眠る人」。（テサロニケ第一 5:6，7を読む。）パウロは，エホバの日を生き残ることができない人を眠っている人に例えました。眠っている人は，自分の周りでどんなことが起きているのかも，どれほど時間がたったのかも分かりません。重要な出来事が起きても，それに気付くことも反応することもできません。現代の多くの人たちは眠っているような状態です。（ロマ 11:8）今が「終わりの時代」であることも，大患難が近いということも信じようとしません。世界を巻き込むような出来事が起きると，王国のメッセージに少しは関心を示すかもしれませんが，また“眠って”しまいます。エホバの裁きの日が来ることを信じてはいても，それはずっと先だと考える人もいます。（ペテ二 3:3，4）でも私たちは，目覚めていることがますます重要になっていることをよく知っています。

 7. エホバに滅ぼされる人が酒に酔っている人のようだと言えるのはどうしてですか。

7 「酒に酔う人」。パウロは，エホバに滅ぼされる人を酒に酔う人に例えました。アルコールを飲むと反応が鈍くなり，良くない決定をしてしまうことがあります。同じように，邪悪な人たちは神の警告を無視し，滅びに至る道を選んでいます。一方私たちは，頭がさえた状態を保つようにと聖書から教えられています。（テサ一 5:6）この表現についてある学者は，「物事を正しく比較考量し，評価して，適切な決定を下すことができる，落ち着いて安定した状態」と説明しています。このような落ち着きが大切なのはどうしてでしょうか。エホバの日が近づくにつれて，政治問題や社会問題に巻き込もうとする圧力がどんどん強くなるからです。それでも，心配する必要はありません。エホバが聖なる力を与え，落ち着いて良い決定ができるように助けてくださるからです。（ルカ 12:11，12）






エホバの日に向けてどんな用意ができるか




[image: しっかり装備を整えたローマ兵が，テントの入り口に立って見張っている。後ろでは，装備を外した兵士たちが酒を飲んで楽しんでいる。]

注意を払わない人が多いとはいえ，私たちはエホバの日に向けて用意を整えておく必要がある。信仰と愛の胸当てと希望のかぶとを身に着けることは大切。（8，12節を参照。）





 8. テサロニケ第一 5章8節によると，頭がさえた状態を保つ上で何が助けになりますか。（挿絵も参照。）

8 「胸当てを着け……かぶとをかぶりましょう」。パウロは私たちのことを，装備を整えた兵士に例えました。（テサロニケ第一 5:8を読む。）兵士は，いつでも戦いに出ていけるように用意をしておく必要があります。私たちも同じです。信仰と愛の胸当てを着け，希望のかぶとをかぶるなら，エホバの日に向けて用意を整えておくことができます。こうした性質はどれも私たちの大きな助けになります。

 9. 信仰は私たちをどのように守ってくれますか。

9 胸当てが兵士の心臓を守るのと同じように，信仰と愛は私たちの心を守ります。そして，エホバに仕え，イエスに従おうという気持ちを強めてくれます。信仰があるなら，エホバがご自分に真剣に頼る人を必ず助けてくださると確信することができます。（ヘブ 11:6）そして，どんな問題があっても，リーダーであるイエスにしっかり付いていこうという気持ちになります。迫害や経済的な問題があってもエホバに仕えるのをやめなかった兄弟姉妹の手本について考えるなら，信仰が強まるでしょう。生活をシンプルにして王国を第一にしている人たちにも見習えます。そうすれば，お金や物を愛し過ぎてしまう危険を避けることができます。*

10. エホバと人々への愛は，どのように伝道を続ける力となりますか。

10 目覚めている上で，愛も大切です。（マタ 22:37-39）エホバを愛しているなら，どんな問題があっても伝道を一生懸命行おうという気持ちになるでしょう。（テモ二 1:7，8）人々への愛があれば，電話や手紙などいろいろな方法で，できるだけ多くの人に良い知らせを伝えたいと思うはずです。そして，人々がやがて変化して正しいことを行うようになると信じて伝道を続けていきます。（エゼ 18:27，28）

11. 仲間への愛が大切なのはどうしてですか。（テサロニケ第一 5:11）

11 私たちは，「励まし合い，力づけ合[う]」ことによって，仲間の兄弟姉妹にも愛を示します。（テサロニケ第一 5:11を読む。）兵士たちが仲間と並んで一緒に戦うのと同じように，私たちも互いに励まし合うことができます。兵士は戦いの最中に間違って仲間にけがをさせてしまうことがあるかもしれません。でも，わざとそうすることはありません。私たちも，兄弟姉妹をわざと傷つけたり仕返ししたりすることは決してしません。（テサ一 5:13，15）愛を表す別の方法は，会衆を監督している兄弟たちに敬意を示すことです。（テサ一 5:12）パウロがテサロニケ第一の手紙を書いた頃，テサロニケ会衆はできてから1年もたっていませんでした。責任を委ねられている兄弟たちは経験が浅く，間違いをすることもあったでしょう。それでも，そうした兄弟たちは敬意を受けるのにふさわしい働きをしていました。大患難が近づくにつれて，長老たちに頼ることはますます大切になります。世界本部や支部からの指示を受け取れなくなるかもしれないからです。それで，長老たちへの愛や敬意を今深めておくようにしましょう。どんなことが起きるとしても，目覚めていることが大切です。長老たちのできていないところではなく，エホバがイエスを用いて長老たちを導いている，ということに注目するようにしましょう。

12. 希望はどのように私たちの考えを守ってくれますか。

12 かぶとが兵士の頭を守るのと同じように，希望は私たちの考えを守ってくれます。強い希望があるなら，今の世の中にあるものには何の価値もないということをはっきり理解できます。（フィリ 3:8）そして，穏やかな気持ちでいることもできます。アフリカで奉仕するウォーレス兄弟とローリンダ姉妹のことを考えてみましょう。2人は3週間の間にそれぞれの親を亡くしました。でも，パンデミックのせいで家族の元に帰ることができませんでした。兄弟はこう書いています。「復活の希望のおかげで，親が亡くなる前にどんな日々を過ごしたかではなく，新しい世界でどんな素晴らしい日々を送れるかに思いを向けることができています。そして，悲しみや寂しさを感じる時にも，穏やかな気持ちを取り戻すことができます」。

13. どうすれば聖なる力を与えてもらえますか。

13 「聖なる力の火を消してはなりません」。（テサ一 5:19，脚注）パウロは，聖なる力を火に例えました。聖なる力が働くと，私たちの心は燃え，良いことを行いたいという気持ちやエホバのためにできる限りのことを行いたいという気持ちが強くなります。（ロマ 12:11）では，どうすれば聖なる力を与えてもらえるでしょうか。祈ること，聖書を学ぶこと，エホバの証人としての活動を熱心に行うことが大切です。そうするなら，「聖なる力が生み出すもの」を身に付けることができます。（ガラ 5:22，23）



[image: 1. 兄弟が聖書を読んでいる。2. 同じ兄弟が妻と一緒に伝道している。]

「自分の行動には，聖なる力を与えてもらいたいと思っていることが表れているだろうか」と考えてみましょう。（14節を参照。）





14. 聖なる力をずっと与えてもらうためには，どんなことに注意する必要がありますか。（写真も参照。）

14 エホバから聖なる力を与えてもらったなら，「聖なる力の火を消」さないように注意する必要があります。エホバは，考え方と行動が清い人だけに聖なる力を与えます。汚れたことを考えたり行ったりするようになるなら，聖なる力を受けられなくなります。（テサ一 4:7，8）さらに，「預言を軽く扱」わないようにする必要もあります。（テサ一 5:20）ここで言う「預言」とは，エホバが聖なる力を用いて私たちに伝えるメッセージのことです。それには，エホバの日に関することや，終わりが近いことも含まれています。自分が生きている間にハルマゲドンが来ることはない，と考えないようにしましょう。毎日正しいことを行い，「神への専心を行動に表」すなら，エホバの日についていつも考え，いわばその日を早めることができます。（ペテ二 3:11，12）






「全てのことを確かめてください」


15. 間違った情報に流されないために，どうすることが大切ですか。（テサロニケ第一 5:21）

15 間もなく，神に逆らう人たちは「平和だ，安全だ！」という宣言を出します。（テサ一 5:3）邪悪な天使の影響を受けたこの宣言は世界中に広まり，大勢の人がだまされます。（啓 16:13，14）私たちはどうでしょうか。「全てのことを確かめ」るなら，だまされることはありません。（テサロニケ第一 5:21を読む。）ここで「確かめ[る]」と訳されているギリシャ語には，金や銀などの金属が本物かどうかを調べる，という意味もあります。それで，何かを見聞きした時には，その情報が本物かどうかを確かめる必要があります。このことはテサロニケのクリスチャンにとっても大切なことでしたが，大患難が迫った現代の私たちにとってはもっと大切です。周囲の人たちの言葉をそのまま信じるのではなく，思考力を働かせましょう。そうした情報と聖書や組織が言っていることを比べて確認するようにします。そうするなら，邪悪な天使たちが流すどんな情報にもだまされることはありません。（格 14:15。テモ一 4:1）

16. 私たちにはどんな希望がありますか。どんなことを行っていきたいと思いますか。

16 エホバに仕える人たちはグループとして大患難を生き残りますが，私たち一人一人が明日どうなるかは分かりません。（ヤコ 4:14）生きて大患難を通過するとしても，その前に亡くなるとしても，エホバに忠実に仕え続けるなら，永遠の命を得ることができます。聖なる力によって選ばれた人たちは天でイエスと一緒に王として統治し，ほかの羊は楽園になった地球で暮らします。こうした素晴らしい希望に目を向けつつ，エホバの日のために用意をしておくようにしましょう。







どのように答えますか


	  エホバの日はどのように来ますか。



	  どんな人はエホバの日を生き残ることができませんか。



	  エホバの日に向けてどんな用意ができますか。









150番の歌 救いのために神に頼る

^  テサロニケ第一 5章には，これから来るエホバの日についてのいろいろな例えが出てきます。この「日」とは何でしょうか。それはどのように来ますか。どんな人は生き残ることができませんか。その日のためにどんな用意をしておくことができますか。使徒パウロの言葉からこうした点を考えてみましょう。


^  「喜んで自分を差し出した人たち」のシリーズを参照。






^ （テサ一 5:2） エホバ*の日が夜に忍び込む泥棒のように来ることを，皆さんはよく知っているからです。

付録A5参照。


^  （イザ 13:1） アモツの子イザヤが見た幻。バビロンに対する宣告。



^  （イザ 13:6） 泣き叫べ。エホバの日が近いからだ！ その日に全能者は滅びをもたらす。



^  （エゼ 13:5） あなたたちは，石の壁が崩れている箇所に行かず，エホバの日の戦いでイスラエル国民が立ち続けられるように壁を建て直そうとはしない」。



^  （ゼパ 1:8） 「エホバの犠牲の日，私は責任を問う。 高官たち，王の子たち，外国の服装をする者全てに。



^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^  （ルカ 12:40） あなたたちも用意をしていなさい。思ってもいない時刻に人の子は来るからです」。



^  （テサ二 2:1-3） ところで，兄弟たち，私たちの主イエス･キリストの臨在*と，私たちがイエスのもとに集められることに関連して，皆さんにお願いします。 2 神からのものに思える言葉や，口伝えの知らせ，また私たちから送られたかのような手紙により，エホバ*の日が来ているという趣旨のことを聞いたとしても，すぐに動揺して分別を失ったり，慌てたりしないでください。 3 誰にも，どんな方法によっても惑わされないようにしてください。まず背教が生じて，不法の者つまり滅びる者が明らかにされてからでなければ，その日は来ないからです。

用語集参照。
付録A5参照。


^  （テサ一 5:2） エホバ*の日が夜に忍び込む泥棒のように来ることを，皆さんはよく知っているからです。

付録A5参照。


^  （テサ一 5:3） 人々は，「平和だ，安全だ！」と言っている時に，突然滅ぼされることになります。妊婦に起こる陣痛と同じように突然で，彼らは決して逃れられません。



^  （テサ一 5:4） しかし，兄弟たち，皆さんは暗闇の中にはいませんから，不意に夜が明けて驚く泥棒のように，急にその日が来て驚く，ということはありません。



^  （エフェ 5:8-12） 皆さんはかつて闇でしたが，今は主と結ばれて光となっています。光の子供として歩んでください。 9 光はあらゆる善いことと正しいことと真実なことを生み出します。 10 何をするにしても，主に受け入れられることかどうかを確かめましょう。 11 何も生み出さない闇の行いに関わるのをやめ，そうした行いを暴いてください。 12 彼らがひそかに行っているのは，口にするのもはばかられる事柄です。



^ （テサ一 5:6， 7） ですから私たちは，ほかの人のように眠っていてはなりません。目を覚ましていて，頭がさえた状態*を保ちましょう。 7 眠る人は夜に眠り，酒に酔う人は夜に酔います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。


^  （テサ一 5:6， 7） ですから私たちは，ほかの人のように眠っていてはなりません。目を覚ましていて，頭がさえた状態*を保ちましょう。 7 眠る人は夜に眠り，酒に酔う人は夜に酔います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。


^  （ロマ 11:8） 「神は今日まで，彼らの心を深く眠らせ，目を見えなくし，耳を聞こえなくした」と書かれている通りです。



^  （ペテ二 3:3， 4） まずこのことを心に留めてください。終わりの時代には，あざける人たちがやって来てあざけり，欲望のままに行動し， 4 こう言うでしょう。「約束されていた彼の臨在*はどうなっているのか。私たちの父祖が死の眠りに就いた日から何も変わっていない。全てのものは創造の始めの時と全く同じではないか」。

用語集参照。


^  （テサ一 5:6） ですから私たちは，ほかの人のように眠っていてはなりません。目を覚ましていて，頭がさえた状態*を保ちましょう。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。


^  （ルカ 12:11， 12） 公の集会，また政府の役人や権威者の前に連れていかれるとき，どう弁明しようか，何を言おうかと心配してはなりません。 12 言うべきことは聖なる力によってその時に教えられるからです」。



^ （テサ一 5:8） しかし，昼のものである私たちは，頭がさえた状態*を保ち，信仰と愛の胸当てを着け，救いの希望というかぶとをかぶりましょう。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。


^  （テサ一 5:8） しかし，昼のものである私たちは，頭がさえた状態*を保ち，信仰と愛の胸当てを着け，救いの希望というかぶとをかぶりましょう。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。


^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （マタ 22:37-39） イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^  （テモ二 1:7， 8） 神が私たちに与えてくださった聖なる力*は，臆病な気持ちではなく，力と愛と健全な考え方を生み出します。 8 ですから，私たちの主について語る*ことも，主のために捕らわれている私のことも，恥じてはなりません。あなたも神の力に頼り，良い知らせのために苦しみに耐えなさい。

または，「くださった精神」。用語集参照。
または，「証言する」。


^  （エゼ 18:27， 28） 悪い人が，自分が行った悪いことから離れ，公正で正しいことを行うようになる場合，その人は生き延びる。 28 自分の過ちに気付き，犯した全ての違反から離れる場合，その人は必ず生き続ける。死ぬことはない。



^ （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^  （テサ一 5:13） そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください。誰とでも平和な関係でいるようにしましょう。



^  （テサ一 5:15） 誰かに傷つけられても，決して仕返しをしないようにしましょう。仲間や他の人全てに，いつも善いことを行いましょう。



^  （テサ一 5:12） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。



^  （フィリ 3:8） それどころか，主であるキリスト･イエスについての知識に極めて大きな価値があるので，ほかの何もかもを損だと思っています。私はキリストのためにあらゆるものを失いましたが，そうしたものを多くのくず*のようだと思っています。キリストを得て，

または，「ごみ」。


^  （テサ一 5:19） 聖なる力の働きを妨げては*なりません。

直訳，「火を消しては」。


^  （ロマ 12:11） 怠けたりせず，よく働いて*ください。聖なる力によって熱意に燃えましょう。エホバ*に一生懸命仕えてください。

または，「勤勉であって」，「熱心であって」。
付録A5参照。


^  （ガラ 5:22， 23） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰， 23 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。

用語集参照。
直訳，「実」。


^  （テサ一 4:7， 8） 神が私たちを招いたのは，私たちが汚れた者ではなく聖なる者となるためです。 8 ですから，こうしたことを軽視する人は，人を軽視しているのではなく，聖なる力を与えてくださる神を軽視していることになります。



^  （テサ一 5:20） 預言を軽く扱ってはなりません。



^  （ペテ二 3:11， 12） これらのものは全てこのように溶解するのですから，自分がどんな人になるべきかを考えてください。聖なる振る舞いをし，神への専心を行動に表し， 12 エホバ*の日が来るのを*待ち望み，それについていつも考え*ましょう。その日に天は燃えて滅び，さまざまな要素は極度の熱で溶けます。

付録A5参照。
直訳，「日の臨在を」。
または，「それを切望し」。直訳，「早め」。


^ （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^  （テサ一 5:3） 人々は，「平和だ，安全だ！」と言っている時に，突然滅ぼされることになります。妊婦に起こる陣痛と同じように突然で，彼らは決して逃れられません。



^  （啓 16:13， 14） さらに見ていると，カエルのように見える3つの汚れた息*が，竜の口と野獣の口と偽預言者の口から出てきた。 14 それらは邪悪な天使たちの息*であって，奇跡*を行い，全世界の王たちのもとに向かう。全能の神の大いなる日の戦争に王たちを招集するためである。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「しるし」。


^  （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^  （格 14:15） 世間知らずの*人は全ての言葉を信じ， 聡明な人は1歩ごとにじっくり考える。

または，「経験のない」。


^  （テモ一 4:1） 神からの言葉は次のことを明らかにしています。後の時代にある人たちは信仰を捨て，神からのものに思える偽りの言葉や，邪悪な天使の教えに注意を向けるようになります。



^  （ヤコ 4:14） 皆さんは自分の命が明日どうなるかも知りません。皆さんは少しの間だけ現れて消える霧だからです。



^ （テサ一 5:1-28） 兄弟たち，時や時期については，皆さんに何も書き送る必要はありません。 2 エホバ*の日が夜に忍び込む泥棒のように来ることを，皆さんはよく知っているからです。 3 人々は，「平和だ，安全だ！」と言っている時に，突然滅ぼされることになります。妊婦に起こる陣痛と同じように突然で，彼らは決して逃れられません。 4 しかし，兄弟たち，皆さんは暗闇の中にはいませんから，不意に夜が明けて驚く泥棒のように，急にその日が来て驚く，ということはありません。 5 皆さんは光の子であり，昼の子です。私たちは夜のものでも闇のものでもありません。 6 ですから私たちは，ほかの人のように眠っていてはなりません。目を覚ましていて，頭がさえた状態*を保ちましょう。 7 眠る人は夜に眠り，酒に酔う人は夜に酔います。 8 しかし，昼のものである私たちは，頭がさえた状態*を保ち，信仰と愛の胸当てを着け，救いの希望というかぶとをかぶりましょう。 9 神が私たちを選んだのは，憤りを表すためではなく，主イエス･キリストを通して救うためです。 10 キリストが私たちのために死んでくださったので，私たちは目を覚ましていても眠って*いても，キリストと共に生きることができます。 11 それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。 12 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。 13 そして，よく働いているその人たちに愛と深い思いやりを示してください。誰とでも平和な関係でいるようにしましょう。 14 兄弟たち，さらに勧めます。秩序を無視する人に警告を与え*，気落ちしている人に慰めの言葉を掛け，弱い人を支え，誰に対しても辛抱強くあってください。 15 誰かに傷つけられても，決して仕返しをしないようにしましょう。仲間や他の人全てに，いつも善いことを行いましょう。 16 常に喜んでください。 17 絶えず祈ってください。 18 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。 19 聖なる力の働きを妨げては*なりません。 20 預言を軽く扱ってはなりません。 21 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。 22 あらゆる悪いことを避けてください。 23 平和の神が，皆さんを全く神聖なものとしてくださいますように。そして，皆さんの精神と命と体が，全ての点で健全であり，私たちの主イエス･キリストの臨在*の際に非難されるところがないものでありますように。 24 皆さんを招いているのは信頼できる方であり，必ずその通りにしてくださいます。 25 兄弟たち，私たちのために祈り続けてください。 26 聖なる口づけによって兄弟たち皆とあいさつを交わしてください。 27 主の名によって真剣にお願いします。この手紙が全ての兄弟たちに対して読まれるようにしてください。 28 私たちの主イエス･キリストの惜しみない親切が皆さんに示されますように。

付録A5参照。
または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「死んで眠って」。
または，「慰め」。
または，「を訓戒し」。
直訳，「火を消しては」。
用語集参照。







研究記事27

エホバを畏れることが大切なのはどうしてか


「エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友と[する]」。詩編 25:14

8番の歌 エホバは避難所

何を学ぶか*




1-2. 詩編 25編14節によると，どうすればエホバの親しい友になることができますか。

誰かといつまでも親友でいるためには，どんなことが大事だと思いますか。お互いを大切にすることや支え合うことをイメージするかもしれませんが，畏れの気持ちが必要だとは思わないでしょう。でも，この記事の主題聖句にある通り，エホバと親しい友になりたいと思うなら，エホバを「畏れる」必要があります。（詩編 25:14を読む。）

2 どれほど長くエホバに仕えてきたとしても，エホバへの畏れの気持ちを持ち続けることは大切です。では，エホバを畏れるとはどういうことでしょうか。どうすれば畏れの気持ちを強めることができますか。管理人オバデヤ，大祭司エホヤダ，エホアシュ王から，エホバへの畏れについてどんなことを学べるでしょうか。






エホバを畏れるとはどういうことか


 3. 何かを怖いと思う気持ちは，どのように私たちのためになりますか。

3 エホバを畏れるとは，エホバが悲しむようなことを行うのを怖いと感じることです。何かを怖がるというのはネガティブな感じがするかもしれませんが，私たちのためになる場合があります。例えば，落ちるのが怖いと思えば，崖の端の方には近づかないようにするでしょう。けがをするのが怖いと思うと，危険な所から逃げようとします。大切な人との友情が壊れるのが怖いと思えば，不親切なことを言ったりしたりしないようにするはずです。

 4. サタンはエホバに対してどんな気持ちを持たせようとしていますか。

4 サタンは人々にエホバへの正しくない恐れを持たせようとしています。「エホバはすぐに怒る神で，私たちに罰を与えようとしている。人間がエホバを喜ばせることなんてできない」と思わせようとしています。（ヨブ 4:18，19）そして，エホバに対する恐怖心を抱かせて，エホバに仕えるのをやめさせようとしています。サタンのこうしたわなにはまってしまわないためには，エホバへの正しい畏れの気持ちを持つ必要があります。

 5. エホバを畏れるとはどういうことですか。

5 エホバを畏れる人は，エホバを愛し，エホバとの友情を傷つけるようなことは決してしたくないと思うものです。イエスはそのような「畏れ」を持っていました。（ヘブ 5:7）エホバに恐怖心を抱くことはありませんでした。（イザ 11:2，3）エホバのことを心から愛し，喜んでエホバに従いました。（ヨハ 14:21，31）私たちもイエスと同じように，エホバに深い敬意と畏敬の気持ちを持っています。エホバが愛情深く，賢く，公正で，力強い方だからです。エホバは私たちのことを深く愛していて，私たちがご自分のアドバイスにどう応じるかに関心を持っています。私たちは，エホバを喜ばせることもできれば，悲しませてしまうこともあるのです。（詩 78:41。格 27:11）






畏れの気持ちを強める


 6. エホバへの畏れの気持ちを強めるためにどんなことができますか。（詩編 34:11）

6 私たちは，エホバへの畏れを生まれつき持っているわけではありません。それで，努力が必要です。（詩編 34:11を読む。）創造物を観察するなら，この畏れの気持ちを強めることができます。「造られた物」を観察して，エホバの知恵や力や大きな愛について考えると，エホバへの愛や敬意が深まります。（ロマ 1:20）アドリーン姉妹はこう言います。「創造物を観察すると，エホバの知恵に驚かされます。エホバは私にとって何がベストなのかを知っている，ということにも気付かされます」。姉妹はこうしたことをじっくり考えたので，「私に命を与えてくれたエホバとの友情を傷つけるようなことは決してしたくない」と思うようになりました。あなたも，今週時間を取って創造物について考えてみるのはどうですか。きっとエホバへの愛や敬意が深まるでしょう。（詩 111:2，3）

 7. エホバへの畏れを強める上で，祈りはどのように助けになりますか。

7 よく祈ることによっても，エホバへの畏れの気持ちを強めることができます。祈れば祈るほど，エホバが身近な存在になります。試練に立ち向かうための力を求めて祈る時，エホバがどれほど力強い方かを思い出せます。イエスを贖いとして与えてくださったことに感謝する時，エホバがどれほど愛してくださっているかを実感できます。そして，問題にぶつかっている時に助けを求めて祈るなら，エホバが本当に賢い方であることを思い起こせます。このように祈るなら，エホバへの敬意が深まるでしょう。そして，エホバとの絆を壊すようなことは決してしたくない，という気持ちになるはずです。

 8. エホバへの畏れを持ち続けるために，どんなことができますか。

8 聖書中の良い例や悪い例を調べることも，エホバへの畏れの気持ちを持ち続ける上で助けになります。ではまず，エホバに忠実に仕えた2人の人について考えてみましょう。アハブ王の家の管理を任されていたオバデヤと，大祭司エホヤダです。そして，後にエホバに仕えるのをやめてしまったユダのエホアシュ王についても考えます。






オバデヤのように勇気を示す


 9. エホバへの畏れはどんな面でオバデヤの助けとなりましたか。（列王第一 18:3，12）

9 聖書によると，オバデヤは「エホバを非常に畏れる人」でした。* （列王第一 18:3，12を読む。）それで，オバデヤは正直で信頼できる人になり，王家の管理人としての仕事を王から任されました。（ネヘミヤ 7:2と比較。）オバデヤはエホバを畏れていたので，並外れた勇気を示すこともできました。この勇気はオバデヤにとって本当に必要なものでした。その時代に王だったアハブは，「エホバから見てそれまでの[どの王]よりも悪かった」からです。（王一 16:30）さらに，アハブの妻イゼベルはバアル崇拝者で，エホバをとても嫌っていました。北王国からエホバを崇拝する人を除き去ろうとしていました。神の預言者を大勢殺すことまでしました。（王一 18:4）ですから，オバデヤはとても難しい時代にエホバに仕えていたと言えます。

10. オバデヤはどのように並外れた勇気を示しましたか。

10 オバデヤはどのように並外れた勇気を示したでしょうか。イゼベルが預言者たちを殺そうと捜していた時，オバデヤは「100人を50人ずつ洞窟に隠し，パンと水を供給し続け」ました。（王一 18:13，14）もしこのことがイゼベルに知られたら，オバデヤは処刑されてしまったでしょう。もちろんオバデヤも，死ぬのは怖かったはずです。それでも，自分の命よりもエホバやエホバに仕える人たちのことを大切にしました。



[image: 兄弟がエホバの証人の夫婦の家を訪問し，夫に出版物を渡している。妻は入り口の所で外の様子を見張っている。]

エホバの証人の活動が禁止されている中でも，兄弟が勇気を持って仲間に出版物を届けている。（11節を参照。）*





11. 現代のエホバの証人は，どのようにオバデヤを見習っていますか。（写真も参照。）

11 現在，多くの兄弟姉妹はエホバの証人の活動が禁止されている地域で暮らしています。兄弟姉妹は当局にふさわしい敬意を払っていますが，オバデヤのようにエホバに全くの専心を示しています。（マタ 22:21）エホバを畏れているので，人間ではなくエホバに従っています。（使徒 5:29）良い知らせを伝えたり注意深く集まり合ったりすることを続けています。（マタ 10:16，28）仲間が信仰を強める食物をきちんと手に入れられるようにもしています。アフリカのアンリ兄弟の例を考えてみましょう。兄弟が住む地域は，一時期エホバの証人の活動が禁止されていました。禁令中，兄弟は仲間に信仰を強める食物を届ける役割を果たしました。こう書いています。「私はもともと内気な方です。エホバへの深い敬意があったからこそ，勇気を持って行動できたんだと思います」。私たちもエホバを畏れているなら，アンリ兄弟と同じように勇気を示すことができます。






大祭司エホヤダのように揺るぎない愛を示す


12. エホヤダと妻は，エホバへの揺るぎない愛をどのように示しましたか。

12 大祭司エホヤダもエホバを畏れていました。それで，揺るぎない愛を示し，エホバを崇拝するよう人々を励ましました。イゼベルの娘のアタリヤがユダの王権を奪った時のことを考えてみましょう。人々はアタリヤを恐れていました。それも当然でした。アタリヤは残酷な人だったからです。権力欲がとても強く，王位に就くために，自分の孫たちを全員殺そうとさえしました。（代二 22:10，11）でも，エホアシュは生き残ることができました。エホヤダと妻のエホシャブアトがエホアシュをかくまって世話したからです。こうして2人は，ダビデの王統が途絶えないようにしました。エホヤダはアタリヤを恐れるのではなく，エホバに揺るぎない愛を示したのです。（格 29:25）

13. エホアシュが7歳の時，エホヤダはどのように揺るぎない愛を示しましたか。

13 エホアシュが7歳の時，エホヤダはエホバへの揺るぎない愛を再び示しました。エホヤダはある計画を立てます。もしうまくいけば，エホアシュがダビデの王統を継ぐ正当な王になることができます。でも失敗するなら，エホヤダは命を失うことになるでしょう。結局，エホバの助けによってこの計画は成功しました。レビ族と氏族長たちの支えもあり，エホヤダはエホアシュを王にし，アタリヤを処刑しました。（代二 23:1-5，11，12，15; 24:1）そして，エホヤダは「エホバと王と民の間の契約を成立させ」ました。それは，「彼らが引き続きエホバの民になるという契約で」した。（王二 11:17）さらに，「エホバの家の門のそばに門番たちを配置し，何かしら汚れた人は誰も入れないようにし」ました。（代二 23:19）

14. エホヤダはエホバを敬ったので，どのように尊ばれましたか。

14 エホバは，「私を敬う人は私に尊ばれ[る]」と言っていました。確かにエホバは，エホヤダのために素晴らしいことを行いました。（サム一 2:30）例えば，エホヤダの立派な行いが聖書に記録されるようにしました。私たちはそこから学ぶことができます。（ロマ 15:4）さらに，「真の神と神の家に関してイスラエルで良いことを行った」ので，「『ダビデの町』に王たちと共に葬られ」ました。これはとても名誉なことでした。（代二 24:15，16）



[image: ]

大祭司エホヤダのようにエホバを畏れているなら，兄弟姉妹をぜひ支えたいという気持ちになる。（15節を参照。）*





15. エホヤダのエピソードからどんなことを学べますか。（写真も参照。）

15 エホヤダのエピソードから，私たち全てはエホバへの畏れの気持ちを強めるのに役立つ点を学べます。長老たちは，エホヤダを見習って会衆をいつも見守り，世話するようにしましょう。（使徒 20:28）年長の兄弟姉妹はどうでしょうか。エホバを畏れ，揺るぎない愛を示し続けるなら，エホバがご自分の考えていることを成し遂げる時に用いていただくことができます。エホバは年長の兄弟姉妹のことを大切に思っているのです。若い人たちは，エホバがエホヤダにどんな素晴らしいことを行ったかに注目できます。エホバのように，年長の兄弟姉妹に敬意を持って接するようにしましょう。特に，長い間エホバに仕え続けてきた人たちにそうできます。（格 16:31）そして，私たち全てはエホヤダを支えたレビ族や氏族長たちから学ぶことができます。私たちも，「教え導いている人たち」に従い，心からサポートするようにしましょう。（ヘブ 13:17）






エホアシュ王のようになってはいけない


16. エホアシュはエホバへの畏れを持ち続けませんでした。どんなことからそれが分かりますか。

16 エホアシュ王はエホヤダからとても良い感化を受けました。（王二 12:2）それで，若い頃はエホバに喜ばれることを行いたいと思っていました。でも，やがてエホヤダが死ぬと，エホアシュはエホバから離れた高官たちの言うことを聞くようになりました。どんな結果になったでしょうか。エホアシュも民も，「聖木や偶像を崇拝するようになり」ました。（代二 24:4，17，18）エホバはとても心を痛め，「彼らをご自分のもとに連れ戻そうとして預言者たちを遣わし続け」ました。でも，「彼らは耳を傾け」ませんでした。彼らは，エホヤダの息子のゼカリヤの言葉も聞き入れませんでした。ゼカリヤは，エホバの預言者で祭司であるだけでなく，エホアシュのいとこに当たる人でした。エホアシュはゼカリヤの家族に命を助けてもらったのに，感謝するどころか，ゼカリヤを殺してしまいました。（代二 22:11; 24:19-22）

17. エホアシュはどうなりましたか。

17 エホアシュはエホバへの畏れを持ち続けなかったので，悲惨な目に遭いました。エホバが「私を侮る人は軽んじられる」と言っていた通りです。（サム一 2:30）エホアシュの「軍勢は非常に多かった」にもかかわらず，シリアの小さな軍隊に敗れ，エホアシュは「重傷を負」いました。その後，シリア軍は引き揚げていきましたが，エホアシュはゼカリヤを殺したことで家来たちに暗殺されました。エホアシュはとても悪い王だったので，「王たちの墓地」に葬られることもありませんでした。（代二 24:23-25。マタイ 23:35の注釈「バラキヤの子」の項目を参照。）

18. エレミヤ 17章7，8節によると，エホアシュのようにならないためには，どんなことが大切ですか。

18 エホアシュの例からどんなことが分かるでしょうか。エホアシュは，根が浅く，杭に頼って立っている木のようでした。杭のような存在だったエホヤダがいなくなり，背教の嵐が吹き付けると，エホアシュは倒れてしまいました。この例から，エホバへの畏れを持ち続けるためには家族や仲間の兄弟姉妹に頼りきりではいけないということが分かります。エホバと親しい友でいるためには，聖書を学び，じっくり考え，祈ることによって，神への専心や畏れを自分で強めていく必要があります。（エレミヤ 17:7，8を読む。コロ 2:6，7）

19. エホバは私たちにどんなことを求めていますか。

19 エホバは私たちに多くのことを求めているわけではありません。エホバが求めていることは，伝道の書 12章13節にまとめられています。そこには，「真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる」とあります。エホバを畏れているなら，将来どんな問題にぶつかるとしても，オバデヤやエホヤダのようにエホバに仕え続けていくことができます。私たちはいつまでもエホバの親しい友でいることができるのです。







思い起こせますか


	  エホバを畏れるとはどういうことですか。



	  管理人オバデヤと大祭司エホヤダからどんなことを学べますか。



	  エホアシュ王のようにならないためには，どんなことが大切ですか。









3番の歌 私たちの力，希望，確信

^  聖書は私たちに，神を畏れるようにと勧めています。この記事では，神を畏れるとはどういうことか，畏れの気持ちを強めるためにどんなことができるかを考えます。そして，勇気を持ってエホバに忠実に仕えていく上で，神への畏れがどのように助けとなるかも考えます。


^  これは，何百年か後に聖書を書いた預言者オバデヤとは別人です。




^  写真や挿絵: 再現。1人の兄弟が禁令下で出版物を配っている。


^  写真や挿絵: 若い姉妹が年長の姉妹から電話伝道の方法を学んでいる。年長の兄弟が公共エリア伝道で勇気を持って語っている。経験を積んだ兄弟が王国会館のメンテナンスのトレーニングを行っている。






^ （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^ （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^  （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^  （ヨブ 4:18， 19） 何と，神はご自分に仕える人のことを信じていない。 ご自分の天使*をとがめる。 19 そうであれば，人は粘土の家に住んでいるのだから，なおさらだろう。 土で成り立っていて， 蛾のようにたやすくつぶされる。

または，「使者」。


^  （ヘブ 5:7） キリストは，地上で生きていた*間，自分を死から救える方に祈願を捧げ，願い*を伝えました。大きな声で叫び，涙を流しながらそのようにし，神への畏れゆえに聞き入れられました。

直訳，「肉体でいた」。
または，「請願」。


^  （イザ 11:2， 3） その者の上にエホバの聖なる力*がとどまる。 それにより知恵と理解を示し， 助言を与え，強くなり， 知識を得て，エホバを畏れる。  3 彼は喜んでエホバを畏れる。 見える事柄だけに基づいて裁くことをせず， 聞いた事柄だけに基づいて戒めることもしない。

用語集参照。


^  （ヨハ 14:21） 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。



^  （ヨハ 14:31） しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。



^  （詩 78:41） 繰り返し神を試し， イスラエルの聖なる方を悲しませた。



^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^ （詩 34:11） 私の子たち，来て，聞きなさい。 エホバへの畏れを教えよう。



^  （詩 34:11） 私の子たち，来て，聞きなさい。 エホバへの畏れを教えよう。



^  （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^  （詩 111:2， 3） エホバの偉業は素晴らしく， その偉業を喜ぶ人は皆，それを調べる。  3 神の行いは栄光に輝いている。 神の正しさは永遠に続く。



^ （王一 18:3） 一方，アハブは，家の人たちをまとめていたオバデヤを呼び寄せた。（オバデヤはエホバを非常に畏れる人だった。



^ （王一 18:12） 私があなたのもとから去ると，あなたはエホバの聖なる力*によって，私の知らない所へ連れていかれるでしょう。私がアハブに伝えても，アハブはあなたを見つけられず，私を殺すに違いありません。私は若い頃からエホバを畏れております。

用語集参照。


^  （王一 18:3） 一方，アハブは，家の人たちをまとめていたオバデヤを呼び寄せた。（オバデヤはエホバを非常に畏れる人だった。



^  （王一 18:12） 私があなたのもとから去ると，あなたはエホバの聖なる力*によって，私の知らない所へ連れていかれるでしょう。私がアハブに伝えても，アハブはあなたを見つけられず，私を殺すに違いありません。私は若い頃からエホバを畏れております。

用語集参照。


^  （ネヘ 7:2） また，私の兄弟ハナニと要塞の長ハナニヤにエルサレムを治めるよう命じた。ハナニヤはとても信頼できる人で，ほかの人たちよりも真の神を畏れていた。



^  （王一 16:30） オムリの子アハブはエホバから見てそれまでの誰よりも悪かった。



^  （王一 18:4） イゼベルがエホバの預言者たちを殺害した時には，100人の預言者を集めて50人ずつ洞窟に隠し，パンと水を供給した。）



^  （王一 18:13， 14） あなたは，イゼベルがエホバの預言者たちを殺した時に私がしたことをお聞きになっていないのですか。私はエホバの預言者100人を50人ずつ洞窟に隠し，パンと水を供給し続けたのです。 14 それなのに今あなたは，『「エリヤがここにいる」と主人に伝えに行きなさい』と言います。主人は私を殺すに違いありません」。



^  （マタ 22:21） その人たちは，「カエサルのです」と言った。イエスは言った。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。



^  （使徒 5:29） ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。


^  （マタ 10:16） さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。



^  （マタ 10:28） そして，体は殺せても命を奪えない人たちを恐れてはなりません。命も体もゲヘナで滅ぼせる方を畏れなさい。



^  （代二 22:10， 11） アハジヤの母アタリヤは自分の子が死んだのを知り，ユダの王家の子孫を皆滅ぼそうと立ち上がった。 11 しかし，王の娘エホシャブアトは，殺されようとしていた王の子たちの中から，アハジヤの子エホアシュを抱いてひそかに連れ出し，その子と乳母を奥の寝室に入れた。そうしてエホラム王の娘エホシャブアトは，エホアシュをアタリヤに殺されないようかくまった。エホシャブアトは祭司エホヤダの妻で，アハジヤの姉妹である。



^  （格 29:25） 人への恐れはわなとなる。 エホバに頼る人は保護される。



^  （代二 23:1-5） 7年目に，エホヤダは勇敢に行動し，百人長たち，すなわちエロハムの子アザリヤ，エホハナンの子イシュマエル，オベデの子アザリヤ，アダヤの子マアセヤ，ジクリの子エリシャファトと合意*を結んだ。 2 彼らはユダ全域を回り，ユダの全ての町からレビ族とイスラエルの氏族長たちを集めてエルサレムに来た。 3 会衆全体は真の神の家で王と契約を結んだ。その後，エホヤダはこう言った。 「皆さん，エホバがダビデの子たちについて約束した通り，王の子が治めます。 4 皆さんにしてもらうことを言います。次の安息日の当番になっている祭司とレビ族のうち3分の1は戸口番となり， 5 3分の1は王の家*に，3分の1は『土台の門』にいるようにしてください。民は皆，エホバの家の庭にいるようにしてください。

または，「契約」。
または，「宮殿」。


^  （代二 23:11， 12） それから，王の子は連れ出されて王冠をかぶせられ，律法の書*を渡され*，王となった。エホヤダとその子たちは彼に油を注ぎ*，「王が栄えますように！」と言った。 12 アタリヤは，民が走る音や王を賛美する声を聞くと，すぐにエホバの家にいる民の所に行った。

直訳，「証し」。
律法を守ることを忘れないよう，律法の書が王の頭の上に置かれたのかもしれない。
用語集の「油を注ぐ」参照。


^  （代二 23:15） それで彼らはアタリヤを取り押さえた。彼女は王の家*の「馬の門」の入り口まで連れてこられ，そこですぐに殺された。

または，「宮殿」。


^  （代二 24:1） エホアシュは7歳で王になり，エルサレムで40年治めた。彼の母はツィブヤといい，ベエル･シェバの人だった。



^  （王二 11:17） エホヤダはエホバと王と民の間の契約を成立させた。彼らが引き続きエホバの民になるという契約である。また，エホヤダは王と民の間の契約も成立させた。



^  （代二 23:19） エホヤダはまた，エホバの家の門のそばに門番たちを配置し，何かしら汚れた人は誰も入れないようにした。



^  （サム一 2:30） それでイスラエルの神エホバは言う。「私は確かに，あなたの家系の人とあなたの父祖の家系の人はいつまでも私に仕える*，と言った」。しかし今，エホバは宣言する。「もうそのようにはならない。私を敬う人は私に尊ばれ，私を侮る人は軽んじられるからだ」。

直訳，「の前で歩む」。


^  （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^  （代二 24:15， 16） エホヤダは長生きし，年老いて死んだ。死んだ時，130歳だった。 16 彼は「ダビデの町」に王たちと共に葬られた。真の神と神の家に関してイスラエルで良いことを行ったからである。



^  （使徒 20:28） 自分自身と群れ全体に注意を払ってください。神が聖なる力によって皆さんを群れの監督に任命しました。神の会衆を牧者として世話するためであり，その会衆を神は自分の子の血によって買い取ったのです。



^  （格 16:31） 正しい道を歩む人の白髪は 美しい*冠である。

または，「栄光の」。


^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （王二 12:2） エホアシュは祭司エホヤダに教えられていた間ずっと，エホバから見て正しいことを行い続けた。



^  （代二 24:4） その後，エホアシュはエホバの家を修復することを心から願った。



^  （代二 24:17， 18） エホヤダの死後，ユダの高官たちが来て，王にひれ伏した。王は高官たちの言葉に耳を傾けた。 18 民は父祖たちの神エホバの家を捨てて，聖木や偶像を崇拝するようになり，その罪のゆえに神の怒りがユダとエルサレムに向けられた。



^  （代二 22:11） しかし，王の娘エホシャブアトは，殺されようとしていた王の子たちの中から，アハジヤの子エホアシュを抱いてひそかに連れ出し，その子と乳母を奥の寝室に入れた。そうしてエホラム王の娘エホシャブアトは，エホアシュをアタリヤに殺されないようかくまった。エホシャブアトは祭司エホヤダの妻で，アハジヤの姉妹である。



^  （代二 24:19-22） エホバは彼らをご自分のもとに連れ戻そうとして預言者たちを遣わし続けた。預言者たちは警告し続けたが，彼らは耳を傾けなかった。 20 祭司エホヤダの子ゼカリヤは神の聖なる力を受け，高い位置に立って民にこう言った。「真の神はこう言っています。『あなたたちはどうしてエホバのおきてを破るのか。あなたたちは成功しない。あなたたちがエホバを捨てたので，神もあなたたちを捨てる』」。 21 しかし彼に対して陰謀が企てられ，王の命令により，彼はエホバの家の庭で石打ちにされた。 22 こうして，エホアシュ王はゼカリヤの父エホヤダが示してくれた揺るぎない愛を忘れ，エホヤダの子を殺した。ゼカリヤは死に際にこう言った。「エホバがご覧になって，あなたに責任を問いますように」。



^  （サム一 2:30） それでイスラエルの神エホバは言う。「私は確かに，あなたの家系の人とあなたの父祖の家系の人はいつまでも私に仕える*，と言った」。しかし今，エホバは宣言する。「もうそのようにはならない。私を敬う人は私に尊ばれ，私を侮る人は軽んじられるからだ」。

直訳，「の前で歩む」。


^  （代二 24:23-25） 年の初め，シリアの軍隊がエホアシュを攻めに来て，ユダとエルサレムに侵入した。彼らは民の高官たちを全て殺し，戦利品を全部ダマスカスの王のもとに送った。 24 侵入してきたシリアの軍隊は少数で，ユダの軍勢は非常に多かったが，エホバがシリアの軍隊を勝たせた。民が父祖たちの神エホバを捨てたからである。こうしてシリア人がエホアシュを処罰した。 25 シリア人がエホアシュに重傷*を負わせて引き揚げると，エホアシュの家来たちは，エホアシュが流した祭司エホヤダの子たち*の血のことで，謀反を企て，エホアシュをベッドの上で殺した。こうして彼は死に，「ダビデの町」に葬られたが，王たちの墓地には葬られなかった。

または，「多くの病」。
または，「子」。ここで用いられている複数形は，ゼカリヤが優れていることを表しているのかもしれない。


^ （エレ 17:7， 8） エホバに頼る人*， エホバを信頼する人は祝福される。  8 その人は水辺に植えられた木のようになる。 流れに向かって根を伸ばす木のように。 暑さが来ても気にせず， 常に葉が青々と茂る。 干ばつの年にも心配せず， 実を結ぶのをやめない。

または，「強い人」。


^  （エレ 17:7， 8） エホバに頼る人*， エホバを信頼する人は祝福される。  8 その人は水辺に植えられた木のようになる。 流れに向かって根を伸ばす木のように。 暑さが来ても気にせず， 常に葉が青々と茂る。 干ばつの年にも心配せず， 実を結ぶのをやめない。

または，「強い人」。


^  （コロ 2:6， 7） 皆さんは主であるキリスト･イエスを受け入れたのですから，キリストと結ばれて歩み続けてください。 7 教えられた通り，キリストに根を下ろし，自分をキリストの上に建て，揺るぎない信仰を持ち，感謝にあふれましょう。



^  （伝 12:13） 全てを聞いた今，結論はこうだ。真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる。








研究記事28

エホバを畏れる人はいつまでも幸せでいられる


「正直に歩む人はエホバを畏れている」。格言 14:2

122番の歌 揺らぐことなく勝利を得る

何を学ぶか*




1-2. 現代のクリスチャンはロトと同じようにどんな問題を経験していますか。

今の世の中の道徳基準について考えると，私たちは正しい人ロトと同じような気持ちになります。ロトは，お父さんエホバが悪い行いを嫌っていることを知っていたので，「不法な人々の恥知らずな行いに非常に苦しんでい」ました。（ペテ二 2:7，8）でも，エホバを畏れ，愛していたので，周りの人たちの低い道徳基準に染まってしまうことはありませんでした。私たちもエホバの基準を守ろうとしない人たちに囲まれて生活しています。それでも，エホバを愛し，畏れているなら，道徳的に清い人でいることができます。（格 14:2）

2 エホバは，この点で役立つアドバイスを「格言の書」に収めてくださっています。年齢や性別に関係なく，全てのクリスチャンはここから大切なことを学べます。






エホバへの畏れは私たちを守る




[image: 1. お昼休みに，同僚の女性が兄弟にコーヒーを差し出している。2. 仕事の後，同じ女性がほかの同僚と一緒に出掛けようと兄弟を誘っている。]

職場にいる時，エホバを愛していない人と親しくなったり良くない誘いを受け入れたりしないよう注意する必要がある。（3節を参照。）





 3. 格言 17章3節によると，私たちが心を守るべきなのはどうしてですか。（写真も参照。）

3 私たちが心を守ることはどうして大切でしょうか。エホバは心を調べる方です。人の見えるところではなく，内面に注目しています。（格言 17:3を読む。）永遠の命につながるエホバの教えについていつも考えている人は，エホバから愛されます。（ヨハ 4:14）サタンやサタンの世界が広めている不道徳な行いやうそに影響されてしまうことはありません。（ヨハ一 5:18，19）エホバのことを身近に感じるようになればなるほど，エホバへの愛や敬意が深まっていきます。お父さんエホバを悲しませたくないと思うので，罪を犯すことについて考えることさえしません。何かの誘惑を受けた時には，「これほど愛してくださっているエホバを悲しませることになってもいいのだろうか」と考えるようにしましょう。（ヨハ一 4:9，10）

 4. ある姉妹にとって，エホバへの畏れはどのように助けになりましたか。

4 クロアチアのマルタ姉妹は，不道徳なことを行いそうになったことがありました。* こう書いています。「理性的に考えるのは大変でした。間違ったことをしたいという気持ちに負けそうになりました。でも，エホバへの畏れの気持ちが助けになりました」。どのようにでしょうか。姉妹は，悪い決定をしたらどんな結果になるかをじっくり考えました。私たちも同じようにすることができます。エホバをがっかりさせ，エホバに仕え続けられなくなってしまうとしたら，本当に悲しいことではないでしょうか。（創 6:5，6）

 5. レオ兄弟の例からどんなことを学べますか。

5 エホバを畏れているなら，悪い行いを一切避けるように努力します。コンゴ民主共和国のレオ兄弟は，このことの大切さを学びました。バプテスマを受けた4年後，兄弟は悪い友達と関わるようになりました。自分自身が悪いことを行っていなければ，エホバに罪を犯していることにはならない，と考えていました。でもすぐに友達の悪い影響を受けて，アルコールにおぼれ，不道徳なことを行うようになってしまいます。やがて，クリスチャンの親から教わったことや，以前の幸せな日々についてじっくり考えるようになり，再び正しい考え方ができるようになりました。そして，長老たちに助けてもらい，エホバの元に戻ることができました。今では，長老また特別開拓者として奉仕を楽しんでいます。

 6. これからどんな2人の女性について考えていきますか。

6 では，格言 9章を調べてみましょう。その中では，知恵と愚かさが2人の女性に例えられています。（ローマ 5:14，ガラテア 4:24と比較。）サタンの世界は，性的な不道徳やポルノであふれています。（エフェ 4:19）それで，エホバへの畏れの気持ちを強め，悪いことから離れていることはとても大切です。（格 16:6）男性であっても女性であっても，私たち全ては格言 9章から大切な点を学べます。2人の女性はどちらも，「分別のない人たち」を招待しています。いわば，「私の家に来て一緒に食事をしましょう」と言っているかのようです。（格 9:1，5，6，13，16，17）でも，どちらの家に行くかによって結果は大きく変わってきます。






愚かな女性の誘いを退ける




[image: 古代の場面。娼婦が家の入り口に座って男性を誘っている。]

「愚かな女性」の誘いを受け入れるなら，悲惨な結果になる。（7節を参照。）





 7. 格言 9章13-18節によると，愚かな女性の誘いに応じる人はどうなりますか。（挿絵も参照。）

7 「愚かな女性」の誘いについて考えてみましょう。（格言 9:13-18を読む。）この女性は分別のない人たちに，「こちらに来[て]」一緒に楽しむようにと呼び掛けています。この誘いに応じる人はどんな結果になるでしょうか。「死んだ無力な人たちがそこに[いる]」と書かれています。「格言の書」の前の方の章でも，似たような表現があります。「いかがわし[く]不道徳な女性」について，「彼女の家は死へと沈[む]」と書かれています。（格 2:11-19）また，格言 5章3-10節でも，「いかがわしい女性の……足は死へと下る」と警告されています。

 8. 私たちはどんな選択をする必要がありますか。

8 「愚かな女性」の声が聞こえてきたなら，その誘いに応じるか退けるかを決めなければなりません。性的に不道徳なことをするように誘惑を受けたり，ポルノが突然目に飛び込んできたりした時，私たちはどうするでしょうか。

9-10. 性的に不道徳な行いを避けるべきなのはどうしてですか。

9 性的に不道徳な行いを避けるべきなのはどうしてでしょうか。「愚かな女性」は，「盗んだ水は甘[い]」と言っています。この「盗んだ水」とは何でしょうか。聖書は，夫婦の性関係を爽やかな水に例えています。（格 5:15-18）正式に結婚した夫婦だけが性的な親密さを楽しむことができます。しかし，「盗んだ水」はそれとは全く違います。これは正しくない性関係を指しているようで，多くの場合隠れて行われます。泥棒が人目を避けて家に忍び込むのとよく似ています。誰にも気付かれていないと思っているなら，「盗んだ水」は甘く感じるかもしれません。でも実際には，エホバが全てを見ています。エホバに嫌われてしまうとしたら，それ以上に悲しいことはありません。とても大きなものを失うことになるのです。（コリ一 6:9，10）考えるべき点はほかにもあります。

10 性的に不道徳なことを行うなら，恥ずかしい気持ちや自分には価値がないという気持ちになるかもしれません。望まないのに妊娠したり，家庭が崩壊したりすることもあります。命に関わる病気になることさえあるでしょう。（格 7:23，26）格言 9章18節の最後には，「彼女の客が墓の底にいる」とあります。ですから，愚かな女性の「家」に行かないのは本当に賢いことです。では，大勢の人が悲劇をもたらすこの誘いに応じてしまうのはどうしてでしょうか。（格 9:13-18）

11. ポルノがとても有害なのはどうしてですか。

11 多くの人はポルノのわなにはまっています。ポルノは無害だと考える人もいますが，実際には有害です。自分や他の人の尊厳を傷つけます。中毒性があるので，見るのをやめるのはかなり大変です。不道徳な画像は頭に残り，なかなか消すことができません。さらに，ポルノは間違った欲望を膨れ上がらせてしまいます。（コロ 3:5。ヤコ 1:14，15）実際，ポルノを見る多くの人が不道徳なことを行うようになっています。

12. 不道徳な欲望を湧き上がらせないために，どんなことができますか。

12 クリスチャンである私たちは，ポルノが目に飛び込んできたならどうすべきでしょうか。すぐに目を背けるべきです。エホバとの友情が一番大事だということをいつも意識しているなら，こうしたきっぱりとした行動を取ることができます。一般的にはポルノと考えられていない画像であっても，不道徳な欲望を湧き上がらせる場合があります。そうしたものも避けるべきなのはどうしてでしょうか。たとえ小さなことであっても，心の中で姦淫を犯すことにつながるようなことはしたくない，と思っているからです。（マタ 5:28，29）タイで長老として奉仕しているデービッド兄弟はこう言います。「『これはポルノではないかもしれないけれど，見続けるならエホバは喜ぶだろうか』と考えるようにしています。そうすることで，良い決定ができています」。

13. 賢く行動するためには何が必要ですか。

13 エホバを悲しませたくないという気持ちがあるなら，賢く行動することができます。聖書に，「知恵はエホバへの畏れから始まる」と書かれている通りです。（格 9:10）この点は，格言 9章の初めの方で説明されています。そこでは，「真の知恵」が別の女性として描かれています。






賢い女性の招待を受け入れる


14. 格言 9章1-6節には，どんな招待について書かれていますか。

14 格言 9:1-6を読む。これは，創造者であり全ての知恵の源である，エホバからの招待です。（格 2:6。ロマ 16:27）ここに出てくる家は，7本も柱がある大きな家です。ここから，エホバが惜しみなく与える方だということが分かります。エホバは，役立つ知恵を求める人たちを喜んで迎え入れてくださいます。

15. 私たちにはどんな招待が差し伸べられていますか。

15 「真の知恵」を表している女性の様子からも，エホバが惜しみなく与えてくださる方だということが分かります。この女性は，肉をしっかり用意し，ぶどう酒に香料を混ぜ，食卓も整えました。（格 9:2）さらに，9章4，5節にはこうあります。「知恵は，分別のない人に言う。『来て，私のパンを食べ……なさい』」。この賢い女性の招待を受け入れるべきなのはどうしてでしょうか。エホバはご自分の子供たちに賢く歩んでほしいと思っています。間違いを通して学ぶようなつらい学び方をしないように守りたいと思っています。それで，エホバは「正直な人のために，役立つ知恵を蓄え」ています。（格 2:7）エホバを畏れているなら，エホバに喜ばれることをしたいと思うはずです。エホバからのアドバイスに耳を傾け，喜んで当てはめます。（ヤコ 1:25）

16. アラン兄弟が賢い決定をする上で，エホバへの畏れはどのように助けとなりましたか。どんな結果になりましたか。

16 エホバへの畏れは，賢い決定をする上でどのように助けとなるでしょうか。長老で学校の教師をしているアラン兄弟の例を考えてみましょう。兄弟はこう言います。「同僚の多くは，ポルノ映画も性教育の一部だと考えていました」。でも，兄弟はこの間違った考え方に影響されることはありませんでした。さらにこう言っています。「エホバを悲しませたくなかったので，そうした映画を一切見ないようにしました。そして，その理由について同僚に説明しました」。兄弟は，「真の知恵」の声に耳を傾け，「理解の道を前進しなさい」というアドバイスを当てはめたのです。（格 9:6）何人かの同僚は，兄弟のきっぱりとした態度に感心し，聖書レッスンを始め，集会にも出席するようになっています。



[image: 古代イスラエルの女性が1組の夫婦を家に招待している。テーブルには，栄養豊かで美しく盛り付けられた料理が準備されている。]

「真の知恵」の招待を受け入れるなら，いつまでも幸せでいられる。（17-18節を参照。）





17-18. 「真の知恵」の招待を受け入れるなら，どんな素晴らしい経験ができますか。（挿絵も参照。）

17 エホバは2人の女性の例えを使って，どうすれば幸せになれるかを教えてくれています。騒がしく「愚かな女性」の招待を受け入れる人は，不道徳な行いから喜びを得ようとします。そうした人は，今が楽しければいいと考え，将来のことなど気に留めていません。でも，最終的には「墓の底」に下ることになります。（格 9:13，17，18）

18 一方，「真の知恵」の招待を受け入れる人たちは，幸せを味わうことができます。今，エホバとの絆を強めるのに必要なものがふんだんに与えられています。栄養豊かで美しく盛り付けられた料理が目の前に並んでいるかのようです。（イザ 65:13）エホバはイザヤを通してこう言っています。「私の言うことを一心に聞き，良い物を食べなさい。そうすれば，本当に豊かな物を大いに喜べる」。（イザ 55:1，2）私たちは，エホバが愛するものを愛し，エホバが憎むものを憎むよう教えられています。（詩 97:10）また，「真の知恵」を学ぶよう人々に勧めることから喜びを味わっています。まるで，「町の高台から……『経験のない人は誰でもこちらに来なさい』」と呼び掛けているかのようです。でも，私たちが味わっている喜びは今だけのものではありません。永遠に生きて，「理解の道を前進し」ていくことができるのです。（格 9:3，4，6）

19. 伝道の書 12章13，14節からすると，どうすることが大切ですか。（「エホバへの畏れがあるなら…」の囲みも参照。）

19 伝道の書 12:13，14を読む。では，これからもエホバへの畏れの気持ちを強めていきましょう。そうするなら，この邪悪な終わりの時代の中でもエホバとの友情を守ることができます。心を守り，道徳的に清い人でいることもできます。そして，この畏れの気持ちは，「真の知恵」について学ぶようできるだけ多くの人に伝えていく力ともなるでしょう。

エホバへの畏れがあるなら…


	  エホバと親しくなれる。（詩 25:14。ヘブ 5:7）



	  エホバに従いたいと思うようになる。（詩 112:1）



	  悪を憎み，謙遜で賢い人になれる。（ヨブ 28:28。格 8:13）



	  正しいことを行う勇気を持てる。（出 1:15-17，21）



	  親切で信頼できる人になれる。（ネヘ 5:15; 7:2）















どのように答えますか


	  エホバへの畏れによって，どのように心を守ることができますか。



	  どうすれば「愚かな女性」からの誘いを退けることができますか。



	  「真の知恵」の招待を受け入れるなら，どんな良い結果になりますか。









127番の歌 私はどんな人になるべきだろうか

^  クリスチャンはエホバへの畏れを持つ必要があります。エホバを畏れているなら心を守ることができ，性的不道徳やポルノの誘惑に負けることはありません。この記事では，「格言の書」9章に注目します。そこでは，知恵と愚かさが対照的な2人の女性として描かれています。この章から，今も将来も役立つアドバイスを学ぶことができるでしょう。


^  一部の名前は変えてあります。






^ （格 14:2） 正直に*歩む人はエホバを畏れている。 人を欺く*行いをする人は神を軽んじている。

または，「真っすぐに」。
または，「曲がった」。


^  （ペテ二 2:7， 8） そして，不法な人々の恥知らずな行い*に非常に苦しんでいた，正しい人ロトを救い出しました。 8 （この正しい人は日々，同じ町に住む人々の不法な行いを見聞きして，苦悩していました。）

ギリシャ語，アセルゲイア。用語集参照。


^  （格 14:2） 正直に*歩む人はエホバを畏れている。 人を欺く*行いをする人は神を軽んじている。

または，「真っすぐに」。
または，「曲がった」。


^ （格 17:3） るつぼは銀のため，炉は金のため， エホバは心を調べる方である。



^  （格 17:3） るつぼは銀のため，炉は金のため， エホバは心を調べる方である。



^  （ヨハ 4:14） しかし，私が与える水を飲む人は決して喉が渇くことがなく，私が与える水はその人の中で泉となって，永遠の命を与える水を湧き上がらせます」。



^  （ヨハ一 5:18， 19） 私たちが知っている通り，神から生まれた人は皆，罪を犯し続けません。神から生まれた方*がその人を見守るので，邪悪な者*がその人を捕らえることはできません。 19 私たちが知っている通り，私たちは神から出ていますが，全世界は邪悪な者*の支配下にあります。

神の子イエス･キリストのこと。
サタンのこと。
サタンのこと。


^  （ヨハ一 4:9， 10） 神は独り子を世に遣わし，その方によって私たちが命を得られるようにしてくださいました。このことから，神が私たちを愛してくださっていることが明らかになりました。 10 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。

または，「私たちを神と和解させる」。


^  （創 6:5， 6） そのため，エホバは，地上の人々がひどく邪悪で，考え方全てが常に悪いのを見た。 6 エホバは，地上に人を造ったことを嘆き*，悲しんだ*。

または，「悔やみ」。
または，「心に痛みを感じた」。


^  （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。  7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。  8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。  9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （ロマ 5:14） それでも死は，アダムからモーセに至るまで，王として支配しました。アダムの違反と同様の罪を犯さなかった人に対してもです。アダムには，来ることになっていた方との類似点がありました。



^  （ガラ 4:24） この出来事には別の意味があります。この女性たちは2つの契約を表しています。1つはシナイ山で結ばれ，奴隷となる子供たちを生み出す契約で，ハガルがこれに相当します。



^  （エフェ 4:19） 道徳感覚がまひしていて，恥知らずな行い*にふけり，あらゆる汚れた事柄を貪欲なまでに行います。

ギリシャ語，アセルゲイア。用語集参照。


^  （格 16:6） 揺るぎない愛と忠実さを示すこと*によって，過ちは贖われ， エホバへの畏れによって，人は悪から遠ざかる。

ヘブライ語では，神が揺るぎない愛を示して支え続けること，とも読める。


^  （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。  7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。  8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。  9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （格 9:1） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。



^  （格 9:5， 6） 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。

または，「経験のない人たちを後に残して」。


^  （格 9:13） 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。



^  （格 9:16， 17） 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。

直訳，「心が欠けている」。


^ （格 9:13-18） 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （格 9:13-18） 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （格 2:11-19） 思考力があなたを見守り， 識別力があなたを保護する。 12 あなたを次のものから救い出すためである。 悪い道から，堕落した事柄を話す人から， 13 真っすぐな道を離れて 闇の道を歩む人たちから， 14 悪を行うことを喜んで， 堕落した悪い事柄を楽しむ人たちから。 15 彼らの道はゆがんでおり， どこまでもねじ曲がっている。 16 こうしてあなたは，いかがわしい*女性から， 不道徳な*女性の甘い*言葉から，救い出される。 17 その女性は若い時の夫*を捨て， 自分の神との契約を忘れている。 18 彼女の家は死へと沈み， 彼女の道は死んだ無力な人たちに行き着く。 19 彼女のもとに行く*人は誰も帰ってこない。 命の道に戻ってくることもない。

直訳，「よその」。道徳面で神に従っていない人のことと考えられる。
直訳，「外国の」。道徳面で神から離れている人のことと考えられる。
または，「誘惑の」。
直訳，「親友」。
または，「と関係を持つ」。


^  （格 5:3-10） いかがわしい*女性の唇は蜜を滴らせ， 彼女の口は油より滑らかである。  4 しかし結局は，彼女はニガヨモギのように苦く， 両刃の剣のように鋭い。  5 彼女の足は死へと下る。 その歩みは真っすぐ墓*に向かう。  6 彼女は命の道について全く考えない。 さまよい歩き，行き着く先を知らない。  7 私の子供たちよ，今，私の言うことを聞きなさい。 私の言葉から離れてはならない。  8 彼女から遠く離れていよ。 彼女の家の入り口に近づいてはならない。  9 自分の評判を落としたり 悲惨な日々を過ごすことになったりしないため， 10 知らない人たちがあなたの資産*を使い果たしてしまったり， あなたが働いて得たものが，外国人の家のものとなったりしないためである。

直訳，「よその」。格 2:16参照。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「力」。


^  （格 5:15-18） あなた自身の水ためから水を， あなた自身の井戸から湧き出る水*を飲め。 16 あなたの泉が家の外に，あなたの水の流れが広場に まき散らされてよいだろうか。 17 それをあなただけのものとし， 知らない人のものとしてはならない。 18 あなたの泉*に祝福があってほしい。 あなたは若い時からの妻と喜ぶように。

または，「新鮮な水」。
または，「水源」。


^  （コリ一 6:9， 10） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人*，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人*，同性愛にふける人*， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。

または，「だまされて」。
用語集の「性的不道徳」参照。
同性愛行為において女役をする男性のことと考えられる。
直訳，「男性と寝る男性」。同性愛行為において男役をする男性のことと考えられる。


^  （格 7:23） ついには矢が彼の肝臓を刺し通す。 わなに飛び込む鳥のように，自分が命を失うことになるのを知らない。



^  （格 7:26） 彼女によって多くの人が命を落とした。 彼女が殺した人は数知れない。



^  （格 9:18） 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （格 9:13-18） 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （コロ 3:5） ですから，性的不道徳*，汚れ，奔放な性欲，有害な欲望，また貪欲つまり偶像崇拝に陥らないよう，地上の体の各部をいわば殺しなさい。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。


^  （ヤコ 1:14， 15） 人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされる*ことにより，試されるのです。 15 欲望は膨れ上がった*時に罪を生みます。そして，罪は犯された時に死をもたらします。

または，「餌によるかのように捕らわれる」。
直訳，「身ごもった」。


^  （マタ 5:28， 29） しかし私は言います。女性を見続けて情欲を抱く人は皆，すでに心の中で姦淫をしたのです。 29 そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。



^  （格 9:10） 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。



^  （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。  7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。  8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。  9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^ （格 9:1-6） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。


^  （格 9:1-6） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。


^  （格 2:6） エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。



^  （ロマ 16:27） ただひとり知恵のある神が，イエス･キリストを通して永遠にたたえられますように。アーメン。



^  （格 9:2） 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。



^  （格 9:4， 5） 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。

直訳，「心が欠けている」。


^  （格 2:7） 神は正直な人のために，役立つ知恵を蓄え， 高潔に*歩む人のための盾となる。

または，「忠誠を尽くして」。


^  （ヤコ 1:25） しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。



^  （格 9:6） 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。

または，「経験のない人たちを後に残して」。


^  （格 9:13） 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。



^  （格 9:17， 18） 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （イザ 65:13） そのため，主権者である主エホバはこう言う。 「私に仕える者たちは食べるが，あなたたちは飢える。 私に仕える者たちは飲むが，あなたたちは喉が渇く。 私に仕える者たちは喜ぶが，あなたたちは恥をかく。



^  （イザ 55:1， 2） 喉が渇いている全ての人たち，水のある所に来なさい！ お金がない人たち，来て，買って食べなさい！ 来て，無償で，お金を払わずにぶどう酒とミルクを買いなさい。  2 あなたたちはなぜ，パンではない物のためにお金を払い続けるのか。 なぜ，満足できない物のために稼ぎ*を費やしているのか。 私の言うことを一心に聞き，良い物を食べなさい。 そうすれば，本当に豊かな物*を大いに喜べる。

または，「苦労して稼いだお金」。
直訳，「肥えた物」。


^  （詩 97:10） エホバを愛する人たち，悪を憎め。 神はご自分に尽くす*人たちの命を守っている。 その人たちを悪人の手から助け出す。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （格 9:3， 4） 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。

直訳，「心が欠けている」。


^  （格 9:6） 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。

または，「経験のない人たちを後に残して」。


^ （伝 12:13， 14） 全てを聞いた今，結論はこうだ。真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる。 14 真の神は，人からは見えない事も含め，あらゆる行いについて，その善悪を裁くからだ。



^  （伝 12:13， 14） 全てを聞いた今，結論はこうだ。真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる。 14 真の神は，人からは見えない事も含め，あらゆる行いについて，その善悪を裁くからだ。



^ （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^ （ヘブ 5:7） キリストは，地上で生きていた*間，自分を死から救える方に祈願を捧げ，願い*を伝えました。大きな声で叫び，涙を流しながらそのようにし，神への畏れゆえに聞き入れられました。

直訳，「肉体でいた」。
または，「請願」。


^ （詩 112:1） ヤハを賛美せよ*！ エホバを畏れる人は幸せだ。 その人は神のおきてをとても喜ぶ。

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。


^ （ヨブ 28:28） そして人に言った。 『エホバを畏れること，これが知恵。 悪から離れること，これが理解力』」。



^ （格 8:13） エホバを畏れるとは悪を憎むことである。 私は，思い上がりや誇り，悪い道，偽りを憎む。



^ （出 1:15-17） その後エジプトの王は，シフラとプアというヘブライ人の助産婦に話し， 16 こう命じた。「ヘブライ人の女の出産を助ける時，よく見て，男の子であれば殺せ。女の子であれば生かしておけ」。 17 しかし助産婦たちは真の神を畏れていたので，エジプトの王が命じた通りにはせず，男の子も生かしておくのだった。



^ （出 1:21） その女性たちは真の神を畏れていたため，神は家族を授けた。



^ （ネヘ 5:15） 私よりも前の総督たちは，民に負担を掛け，毎日パンとぶどう酒のために460グラムの銀を民から取っていた。彼らの従者たちも民を圧迫していた。しかし私は，神を畏れるゆえにそうはしなかった。



^ （ネヘ 7:2） また，私の兄弟ハナニと要塞の長ハナニヤにエルサレムを治めるよう命じた。ハナニヤはとても信頼できる人で，ほかの人たちよりも真の神を畏れていた。



^ （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。  2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。  3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。  4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。  5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。  6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。  7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。  8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。  9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
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ライフ･ストーリー

たくさんのサプライズと，エホバが教えてくれたこと

レイノ･ケスク


子どもの頃，私は空を飛ぶ飛行機を見ては，いつか外国に行きたいなと思っていました。でも，この夢はかないそうにないと思っていました。






私の両親は，第2次世界大戦中にエストニアからドイツに移住しました。私はそこで生まれました。その後，カナダに引っ越すことになり，オタワの近くに住みました。私たちはとても貧しかったので，鶏小屋の一角で暮らしていました。でも，そのおかげで，朝ご飯の卵には困りませんでした。

ある日，エホバの証人がやって来て，母に啓示 21章3，4節を読んでくれました。母はその内容に心を動かされ，感動のあまり泣き出してしまいました。母だけでなく父も聖書を学ぶようになり，2人ともすぐに進歩してバプテスマを受けました。

両親は英語があまり得意ではありませんでしたが，エホバに熱心に仕えました。父はオンタリオ州サドベリーにあるニッケル工場で働いていました。一晩中働いた後でも，土曜日には私と妹のシルビアを連れて伝道に行きました。そして毎週，家族みんなで「ものみの塔」を学びました。このようにして，両親はエホバを愛するよう一生懸命教えてくれました。私は1956年に10歳でエホバに献身しました。両親のエホバへの強い愛について考えると，どんなことがあってもエホバに仕えていこうという気持ちになります。

高校を卒業した後，やる気を失ってしまった時期もありました。開拓者になったらあまりお金を稼げないので，世界中を旅するという夢もかなえられないだろう，と思いました。それで，地元のラジオ局でDJとして働き始めました。この仕事を気に入っていましたが，夜に働かなければいけませんでした。集会をよく休むようになり，エホバを愛していない人と付き合うようになりました。でもやがて，良心が痛み，このままではいけないと思うようになりました。

その後，私はオンタリオ州のオシャワに引っ越しました。そこで，レイ･ノーマンや妹のレスリなどの開拓者たちと出会いました。すごく歓迎してくれました。みんなが幸せそうな様子を見て，自分の目標を見直そうと思いました。兄弟姉妹が励ましてくれたので，1966年の9月に開拓奉仕を始めることができました。私は幸せでしたし，奉仕を楽しんでいました。この後人生を大きく変えるような出来事を幾つも経験することになるとは思ってもいませんでした。






エホバが招待してくださったのであれば


私は高校生の時に，カナダのトロントにあるベテルでの奉仕に申し込んでいました。その後，開拓奉仕をしていた時に，4年間のベテル奉仕に招待されました。でも正直迷いました。レスリのことが好きだったので，二度と会えなくなってしまうんじゃないか，と思ったんです。真剣に何度も祈り，ベテルへの招待を受け入れることにしましたが，レスリと離れるのはとてもつらかったです。

ベテルでは洗濯室で働き，後に秘書としても奉仕しました。当時レスリは，ケベック州のガティノーで特別開拓奉仕をしていました。私は，レスリは今ごろどうしているんだろうとか，自分の決定は正しかったんだろうか，とよく考えていました。その後，最高にうれしいサプライズがありました。レスリのお兄さんのレイがベテルに招待されたんです。しかも，私のルームメートになりました。おかげで，レスリとまた連絡を取れるようになりました。4年間のベテル奉仕の最後の日，1971年2月27日に私たちは結婚しました。



[image: レイノとレスリ，1975年]

巡回奉仕を始めた頃（1975年）





レスリと私は，ケベック州のフランス語会衆に割り当てられました。そこで数年奉仕した後，巡回監督として奉仕するよう招待されました。とてもびっくりしました。私はまだ28歳でしたし，自分には無理だと思ったんです。でも，エレミヤ 1章7，8節の言葉に力をもらいました。ただ，レスリは何度か交通事故を経験していましたし，睡眠障害も抱えていました。こんな状況で巡回奉仕ができるんだろうか，と思いました。でも，レスリはこう言いました。「エホバが招待してくださったんだから，やってみるべきじゃない？」 それで私たちは招待を受け入れることにし，17年間旅行する奉仕を楽しみました。

巡回監督としての生活は忙しかったので，妻のためになかなか時間を取ることができませんでした。でもある時，大切なことを学びました。月曜日の早朝にチャイムが鳴りました。玄関に出てみると，誰もいませんでしたが，かごが置いてありました。中には，テーブルクロス，果物，チーズ，バゲット，それにワインとワイングラスが入っていました。そして，「奥さんをピクニックに連れていってあげてください」というメモが付いていました。その日はとても天気がいい日でした。でも私は，話を幾つか準備しなければいけないので，今日は無理だ，と言いました。レスリは分かってくれましたが，少し寂しそうでした。私は机に向かったものの，心が痛みました。エフェソス 5章25，28節を思い出しました。エホバが妻の気持ちを大切にするようにと気付かせてくれたように感じました。それで，祈った後，レスリに「出掛けようか」と言うと，レスリは笑顔になりました。車で川沿いのきれいな場所まで行き，テーブルクロスを広げました。とてもいい時間でした。もちろん，話もきちんと準備することができました。

巡回奉仕はとても楽しかったです。ブリティッシュ･コロンビアからニューファンドランドまで，さまざまな区域を奉仕しました。おかげで，いろんな場所を旅行したいという子供の頃の夢がかないました。ギレアデ学校に申し込むことを考えたこともありましたが，宣教者として海外で奉仕したいとは思いませんでした。宣教者は特別な人がなるものだと思っていたからです。それに，病気や戦争の危険があるアフリカに割り当てられたらどうしよう，という気持ちもありました。カナダでの奉仕を十分楽しんでいたんです。






バルト諸国へ




[image: 車に乗っているレスリ。道には雪が降り積もっている。]

バルト諸国での奉仕





1992年に，旧ソ連の国々でエホバの証人の活動が再び自由に行えるようになりました。私たちはエストニアで宣教者として奉仕するのはどうか，と言われました。とても驚きましたが，2人でこのことについてよく祈りました。この時も，「エホバが招待してくださったんだから，やってみるのはどうだろうか」と考え，招待を受け入れることにしました。私は，「アフリカに行くわけじゃないしな」と思っていました。



私たちはすぐにエストニア語を勉強し始めました。数カ月エストニアで奉仕した後，巡回奉仕を割り当てられました。46の会衆と幾つかのグループを回りました。バルト3国とロシアのカリーニングラードが区域でした。それで，ラトビア語，リトアニア語，ロシア語も学ばなければなりませんでした。本当に大変でした。でも兄弟たちは，私たちが頑張っている姿を見て喜んでくれましたし，助けてくれました。1999年には，エストニアに支部事務所が開設されました。私は支部委員会で奉仕するよう任命され，トーマス･エデュール，レンピット･レイレ，トンミ･カウコと一緒に奉仕しました。



[image: ]

左: リトアニアでの大会で話をしている。

右: 1999年にエストニアの支部委員会が発足した。





私たちは，シベリアへの強制移住を経験したたくさんの兄弟姉妹と知り合いました。家族から引き離され，刑務所でひどい扱いを受けましたが，そのことを恨むのではなく，喜んで熱心にエホバに仕えていました。こうした手本から，大変な状況の中でも喜んで忍耐することができる，ということを学びました。

休暇もなかなか取れずに忙しく奉仕する日々が何年か続き，レスリは極度の疲労感を感じるようになりました。この疲れの原因が線維筋痛症だとはすぐには分かりませんでした。カナダに戻ることを真剣に考えました。そんな時に，アメリカのニューヨーク州パタソンで開かれる支部委員の学校に招待されました。出席するのは難しいだろうと思いましたが，真剣に祈り，2人で行くことにしました。エホバはこの決定を祝福してくださいました。学校期間中に，レスリが必要な治療を受けることができたのです。おかげで，私たちはまた普段通り活動できるようになりました。






さらに別の大陸へ


2008年のある日のことです。私たちはエストニアに戻っていました。夕方に，世界本部から電話がかかってきて，コンゴに移動することを打診されました。とてもびっくりしました。しかも，次の日までに返事をしなければいけませんでした。私は初め，このことについてレスリに伝えませんでした。その晩眠れなくなってしまう，と思ったからです。結局，眠れなかったのは私の方で，アフリカに行くことについて心配なことを一晩中祈り続けました。

次の日，レスリと相談しました。私たちはこう考えました。「エホバがアフリカに行くようにと招待してくださっているんだから，初めから無理だと考えないで，やってみよう」。こうして，エストニアで16年奉仕した後，私たちはコンゴのキンシャサに移動しました。支部事務所は，緑豊かで穏やかな所でした。レスリが部屋に最初に飾ったのは，カナダを離れた時からずっと大切にしていたカードです。そこには，「植えられた場所で花を咲かせなさい」と書かれていました。兄弟姉妹と出会い，聖書レッスンを行い，宣教者としてたくさんの喜びを味わいました。エホバに仕えるのは本当に幸せなことだ，と改めて感じました。やがて私たちは，支部訪問でアフリカの13もの国に行くことができました。その機会に，背景や文化が違うすてきな人たちとたくさん出会いました。最初に感じていた不安はなくなり，アフリカに遣わしてくださったことをエホバに感謝しました。

コンゴではいろんな食べ物が出されました。昆虫など，とても食べられないと思うようなものもありました。でも，兄弟たちがおいしそうに食べているのを見て，思い切って挑戦してみました。意外とおいしかったです。

国の東部では，ゲリラが村を襲い，女性や子供たちをひどい目に遭わせていました。私たちは，そうした地域の兄弟姉妹を励まし，必要な物を届けるために訪問することもありました。兄弟たちの多くはとても貧しい生活をしていました。でも，復活を心から信じ，エホバを愛し，組織に忠実に従っていました。そんな様子を見て心を打たれ，自分たちも信仰をもっと強めなければ，と考えさせられました。兄弟たちの中には，家や作物を失った人たちもいます。それで，目に見えるものは簡単になくなってしまうことや，エホバとの友情が一番大事だということを実感しました。兄弟たちはこうした厳しい状況の中でも，文句を言うことはほとんどありませんでした。その前向きな態度を見て，健康上の問題や大変なことがあっても，勇気を持って頑張ろうという気持ちになりました。



[image: 1. レイノが難民となった人たちのために，一時的な集会場所で話をしている。2. 兄弟たちが小さな飛行機に物資を積んでいる。]

左: 難民となった人たちのために話をしている。

右: コンゴのドゥングに救援物資や医薬品を届けている。










今度はアジアへ


数年後，新たな割り当てにまた驚かされました。今度は香港支部です。アジアに住むことになるとは思ってもいませんでした。でも，これまでどの割り当てを果たす時にもエホバが優しく支えてくれたことを実感していたので，今回も招待を受け入れることにしました。先のことは分かりませんでしたが，2013年に，美しいアフリカの地と愛する兄弟姉妹に涙の別れを告げました。

香港は世界中からたくさんの人が集まる大都市です。それで，私たちにとって本当に大きな変化でしたし，広東語も大変でした。でも，兄弟たちは私たちを温かく迎えてくれました。地元の料理も気に入りました。行うべきことはどんどん増えていき，支部は手狭になっていましたが，土地の値段は急激に高騰していました。それで統治体は，一部の仕事をほかの支部で行い，香港支部の土地をほとんど売却することにしました。その後すぐ，2015年に私たちは韓国に移動し，今もそこで奉仕しています。韓国語も難しいです。まだ上手に話すことはできませんが，兄弟姉妹は私たちが少しずつ上達していることをよく褒めてくれます。



[image: 1. レイノとレスリ。後ろには香港の街が見える。2. 韓国支部。]

左: 香港に移動した時

右: 韓国支部










エホバから教わったこと


新しい友達をつくるのは大変なこともあります。でも，家に招いたりして自分の方から親切にするなら仲良くなれる，ということを学びました。仲間との共通点の方が違いよりも多い，ということにも気付きました。エホバは，私たちが心を開いていろんな人たちとの友情を深められるように造ってくださっているんです。（コリ二 6:11）

人々に対してエホバと同じ見方をし，エホバの愛や導きに気付けるようにすることも大切だ，と思いました。がっかりする時や，兄弟姉妹からどう思われているんだろうと不安になる時には，友達からのカードや手紙を読み返して力をもらってきました。エホバはこれまでずっと祈りに答え，私たちがエホバの愛を感じられるようにし，奉仕を続けるための力を与えてくださいました。

私たち夫婦は，これまでの経験を通して，どんなに忙しくてもお互いのために時間をつくることの大切さを学んできました。自分の失敗を笑うことも大事だと気付きました。新しい言語を学ぶ時には特にそうです。そして，一日の終わりには，エホバが自分たちのためにどんなことをしてくれただろうかと考えて，感謝するようにしています。

正直，自分が宣教者になったり外国で暮らしたりするとは考えてもいませんでした。でも，エホバの助けがあればどんなことでもできる，ということを教えてもらいました。エレミヤが，「エホバ，あなたは私をだまし……ました」と言った気持ちがよく分かります。（エレ 20:7）エホバには何度も驚かされ，想像を超えた素晴らしい経験をさせてもらいました。飛行機で旅行するという夢もかない，子供の頃に思っていたよりもはるかに多くの場所を旅することができました。支部訪問で世界中の5つの大陸に行くこともできました。そして，どの割り当てを果たすときにも，レスリの素晴らしいサポートと前向きな姿勢に助けられてきました。本当に感謝しています。

私たちはどんなことをする時にも，自分たちの動機をよく考えるようにし，エホバへの愛の気持ちから行いたいと思っています。今でも私たちは喜びを味わっていますが，新しい世界でははるかに素晴らしい経験をすることができます。その時，エホバは「手を開いて，生きている全てのものの願いをかなえ」てくださるのです。（詩 145:16）









^ （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^ （エレ 1:7， 8） すると，エホバは言った。 「『私は少年にすぎない』と言ってはいけない。 私が遣わす所へ行き，皆に， 私が命じることを全て話しなさい。  8 彼らの見た目のために恐れてはいけない。 『私があなたと共にいて，あなたを救う』と，エホバは宣言する」。



^ （エフェ 5:25） 夫は，キリストが会衆を愛したのと同じように，妻を愛し続けてください。キリストは会衆のために自分を差し出しました。



^ （エフェ 5:28） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。



^ （コリ二 6:11） 私たちはコリントの皆さんに語るために口を開き*，心を大きく開いています。

または，「率直に語り」。


^ （エレ 20:7） エホバ，あなたは私をだまし，私はだまされました。 あなたは私に対して力を振るい，勝ちました。 私は一日中，笑いものにされ， 皆が私をあざけっています。



^ （詩 145:16） あなたは手を開いて， 生きている全てのものの願いをかなえる。








読者からの質問




イエスが生まれた後，ヨセフとマリアがナザレに戻らずにベツレヘムにとどまったのはどうしてですか。


聖書にその理由は特に書かれていません。でも，2人の決定に影響を与えたかもしれない要素については記録されています。

ある時，天使はマリアに，妊娠して男の子を産むことになると知らせました。この時，ヨセフとマリアはガリラヤのナザレに住んでいました。（ルカ 1:26-31; 2:4）その後エジプトに行き，またナザレに戻ってきました。イエスはそこで成長し，ナザレ人と呼ばれるようになります。（マタ 2:19-23）こうしたことから，多くの人はナザレと聞くと，ヨセフやマリアやイエスを思い浮かべます。

マリアには，ユダヤに住むエリサベツという親族がいました。祭司ゼカリヤの妻で，後にバプテストのヨハネの母親になる人です。（ルカ 1:5，9，13，36）ある時マリアはエリサベツに会いに行き，そこに3カ月とどまってからナザレに帰りました。（ルカ 1:39，40，56）ですから，マリアはユダヤにもある程度なじみがあったはずです。

その後，「登録」を行うようにという布告が出されたので，ヨセフはナザレからベツレヘムに向かいました。そこは「ダビデの町」で，メシアが生まれることになっていた場所でした。（ルカ 2:3，4。サム一 17:15; 20:6。ミカ 5:2）その町でマリアはイエスを産みます。ヨセフは，マリアと生まれたばかりのイエスを連れてナザレに戻るのは大変だと考えました。それで，エルサレムまで9㌔ほどの所にあるベツレヘムにとどまることにします。神殿に犠牲を捧げに行く必要があったことも考えると，ベツレヘムはナザレよりも都合が良い場所でした。（レビ 12:2，6-8。ルカ 2:22-24）

マリアは天使から，生まれてくる子供が「ダビデの王座」を与えられ，「王として……治め」ることになると言われていました。ヨセフとマリアは，イエスがダビデの町で生まれたことには大きな意味があると考えたのかもしれません。（ルカ 1:32，33; 2:11，17）それで，ベツレヘムにとどまってエホバからさらに指示が与えられるのを待った方がよい，と思ったのかもしれません。

占星術師たちがやって来た時点で，ヨセフとマリアがどれほどの期間ベツレヘムにいたのかは分かりません。でもその時，彼らは家に住んでいましたし，イエスも「幼い子供」に成長していました。（マタ 2:11）ですから，ヨセフとマリアはナザレに戻らずにベツレヘムにとどまっていたと思われます。

その後，ヘロデ王が「ベツレヘム……にいる2歳以下の男の子を全員」殺すようにという命令を出しました。（マタ 2:16）ヨセフとマリアは，エホバからの警告を与えられたので，イエスを連れてエジプトに逃げ，ヘロデが死ぬまでそこにいることにしました。その後，家族でナザレに行きます。エジプトからベツレヘムに戻らなかったのはどうしてでしょうか。当時ユダヤは，ヘロデの息子である残忍な支配者アケラオが治めていました。さらに，エホバから指示が与えられたので，ヨセフはその通りにしました。こうして，安全な場所でイエスを育てることができました。（マタ 2:19-22; 13:55。ルカ 2:39，52）

恐らくヨセフはイエスよりも先に死んだので，天ではなく地上に復活してくることでしょう。それで多くの人は，ヨセフとマリアがベツレヘムにとどまった理由について，ヨセフから直接話を聞くことができるでしょう。











^  （ルカ 1:26-31） その6カ月目に，天使ガブリエルは，神からナザレというガリラヤの町に遣わされた。 27 ダビデの子孫のヨセフという男性と婚約していた処女のもとにである。その名前はマリアといった。 28 天使は来て，言った。「こんにちは，あなたは大いに恵まれた人です。エホバはあなたと共におられます」。 29 しかしマリアはこの言葉にひどく戸惑い，このあいさつはどういうことなのだろうと考えた。 30 天使は言った。「マリア，恐れることはありません。あなたは神の恵みを得ました。 31 あなたは妊娠して*男の子を産みます。イエスと名付けなさい。

または，「胎内に子を宿して」。


^  （ルカ 2:4） ヨセフも，ナザレの町を出て，ガリラヤからユダヤに入り，ベツレヘムと呼ばれるダビデの町に上った。ダビデの家系の人だったからであり，



^  （マタ 2:19-23） ヘロデが死ぬと，エホバの天使がエジプトにいたヨセフに夢の中で現れて， 20 言った。「起きて，この子とその母親を連れてイスラエルに行きなさい。この子の命を狙っていた者たちは死にました」。 21 そこでヨセフは起き，子供とその母親を連れてイスラエルに戻った。 22 しかし，アケラオが父親のヘロデに代わってユダヤを支配していることを聞き，そこに行くのを恐れた。さらに，夢の中で神から警告を与えられたので，ガリラヤ地方に逃れ， 23 ナザレという町に来て住んだ。「彼はナザレ人と呼ばれる」という預言者たちの言葉が実現するためである。



^  （ルカ 1:5） ユダヤの王ヘロデの時代に，アビヤの組にゼカリヤという祭司がいた。妻はアロンの家系の女性で，エリサベツという名前だった。



^  （ルカ 1:9） 祭司職のしきたりに従って，香をたく番となり，エホバの聖なる所に入った。



^  （ルカ 1:13） しかし天使は言った。「ゼカリヤ，恐れることはありません。あなたの祈願は聞き入れられたからです。妻のエリサベツは男の子を産みます。その子をヨハネと名付けなさい。



^  （ルカ 1:36） 親族のエリサベツもあの年で妊娠し，子供ができないといわれていたのが今では6カ月目になります。



^  （ルカ 1:39， 40） その後，マリアは旅立ち，山地に，ユダの町に急いで行った。 40 そして，ゼカリヤの家に入って，エリサベツにあいさつした。



^  （ルカ 1:56） マリアは3カ月ほどとどまってから，家に帰った。



^  （ルカ 2:3， 4） それで人々は皆，登録のためにそれぞれ自分の町に出掛けた。 4 ヨセフも，ナザレの町を出て，ガリラヤからユダヤに入り，ベツレヘムと呼ばれるダビデの町に上った。ダビデの家系の人だったからであり，



^  （サム一 17:15） ダビデはサウルの所で仕えながら，父親の羊の番をするため，ベツレヘムとの間を行き来していた。



^  （サム一 20:6） もしあなたの父上が私の不在について気にしたら，こう言ってください。『ダビデは故郷のベツレヘムに至急行かせてほしいと頼んできました。一族全体が集まって年ごとの犠牲を捧げるそうです』。



^  （ミカ 5:2） ベツレヘム･エフラタよ， ユダの氏族たちの中で最も小さいあなたから， 私のためにイスラエルで統治者になる者が出る。 その者の生まれは古く，遠い昔にさかのぼる。



^  （レビ 12:2） 「イスラエル人にこう告げなさい。『女性が妊娠して男の子を産んだ場合，7日間，汚れた人となる。月経中の汚れの期間と同様である。



^  （レビ 12:6-8） 息子や娘についての清めの期間が終わったなら，女性は全焼の捧げ物として1歳未満の若い雄羊を，また罪の捧げ物として若いイエバトかヤマバトを，会見の天幕の入り口，祭司の所に持っていく。 7 祭司はそれをエホバの前に差し出して，女性のために贖罪を行い，血の流出があった女性は清くなる。これが男の子あるいは女の子を産んだ女性に関する律法である。 8 もし羊を差し出す余裕がなければ，ヤマバト2羽か若いイエバト2羽を持っていかなければならない。1羽は全焼の捧げ物のため，1羽は罪の捧げ物のためである。祭司は女性のために贖罪を行い，女性は清くなる』」。



^  （ルカ 2:22-24） 両親はモーセの律法に沿って自分たちを清める時が来ると，その子をエホバに差し出すためにエルサレムに連れていった。 23 エホバの律法に，「長男は皆エホバにとって聖なるものと呼ばれなければならない」と書いてある通りにである。 24 また，エホバの律法に，「ヤマバト2羽か若いイエバト2羽」と述べられているところに従って犠牲を捧げた。



^  （ルカ 1:32， 33） その子は偉大な者となり，至高者の子と呼ばれます。エホバ神は父ダビデの王座を彼に与え， 33 彼は王としてヤコブの子孫を永久に治めます。その王国に終わりはありません」。



^  （ルカ 2:11） 今日，ダビデの町で，皆さんの救い主，主であるキリストが生まれました。



^  （ルカ 2:17） それを見て，この子について自分たちに告げられた事を知らせた。



^  （マタ 2:11） 家の中に入り，母親のマリアと共にいる幼い子供を見て，ひれ伏して敬意を表した。また，金，乳香，没薬を取り出し，贈り物として差し出した。



^  （マタ 2:16） この時ヘロデは，占星術師たちにだまされたと思って激怒した。そして人を遣わし，占星術師たちから注意深く聞いておいた時に基づいて，ベツレヘムとその一帯にいる2歳以下の男の子を全員殺させた。



^  （マタ 2:19-22） ヘロデが死ぬと，エホバの天使がエジプトにいたヨセフに夢の中で現れて， 20 言った。「起きて，この子とその母親を連れてイスラエルに行きなさい。この子の命を狙っていた者たちは死にました」。 21 そこでヨセフは起き，子供とその母親を連れてイスラエルに戻った。 22 しかし，アケラオが父親のヘロデに代わってユダヤを支配していることを聞き，そこに行くのを恐れた。さらに，夢の中で神から警告を与えられたので，ガリラヤ地方に逃れ，



^  （マタ 13:55） この人は大工の息子ではないか。母親はマリアといい，弟はヤコブ，ヨセフ，シモン，ユダではないか。



^  （ルカ 2:39） こうして，両親はエホバの律法に従って全てのことを果たしてから，ガリラヤにある自分たちの町ナザレに戻っていった。



^  （ルカ 2:52） イエスは引き続き成長し，ますます賢くなり，神と人から好意を受けていった。
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^ ***喜歌 124番 揺るぎない愛***
124番
揺るぎない愛
（詩編 18:25）
1. エホバに示そう 揺るぎない愛
愛ある教えに信頼置いて
献身守って 愛 貫いて
エホバの近くで安らぎを得る
2. 仲間に示そう 揺るぎない愛
心のこもった気遣い示し
どんなときにでも一緒にいよう
互いを敬い 絆 強める
3. 牧者に示そう 揺るぎない愛
感謝の気持ちで助け受け止め
愛から生まれる忠実示す
その時 神から祝福受ける
（詩 149:1; テモ一 2:8; ヘブ 13:17も参照。）



^ ***喜歌 120番 キリストの温和さに倣う***
120番
キリストの温和さに倣う
（マタイ 11:28-30）
1. 偉大な人キリストは
重い役目を担った
それでも誇ることなく
最善尽くし仕えた
2. 重荷背負う人たちは
毎日悩み苦しむ
イエスの言葉当てはめ
爽やかさを味わおう
3. 温和なイエスに倣い
仕え合おう 謙遜に
温和な人はエホバに
優しく抱き締められる
（格 3:34; マタ 5:5; 23:8; ロマ 12:16も参照。）



^ ***塔研19 7月号 10–11ページ 禁令が課されてもエホバを崇拝し続ける***
10 禁令下でもどのようにエホバを崇拝し続けられるでしょうか。支部事務所は会衆の長老たちに，出版物を受け取る方法，崇拝のために集まる方法，良い知らせを伝える方法などについて，役立つ指示やアドバイスを与えます。支部事務所が長老たちと連絡を取れない場合には，長老たちが会衆の人たちを援助し，エホバへの崇拝を続けられるようにします。長老たちは，聖書と出版物に基づく指示を与えます。（マタ 28:19，20。使徒 5:29。ヘブ 10:24，25）
11 エホバは，ご自分に仕える人たちを十分に養うと約束しておられます。信仰を保つのに必要なものを豊かに与えてくださるのです。（イザ 65:13，14。ルカ 12:42-44）エホバの組織は，あなたを励まし助けるために，できることを何でも行ないます。あなたには何ができますか。禁令が課されたなら，聖書や出版物を隠す場所を決めてください。印刷版であれ電子版であれ，大切な出版物を簡単に見つかる場所に置かないでください。信仰を保てるよう，各自が具体的な手段を講じる必要があります。
12 毎週の集会はどうなりますか。長老たちは，目立たない方法で集会を行なうよう取り決めます。少人数のグループで集まるよう指示するかもしれません。集会の時間や場所も頻繁に変えることでしょう。出席者すべての安全のため，集会場所に行き来する時には話し声に気をつけます。人目を引かないよう，普段着で出席する必要があるかもしれません。
13 伝道については，国や地域によって状況は異なるでしょう。しかしわたしたちはエホバを愛し，神の王国について人々に伝えたいと願っているので，何とかして伝道するよう努めます。（ルカ 8:1。使徒 4:29）旧ソ連のエホバの証人の伝道活動について，歴史家エミリー･B･バランはこう述べています。「エホバの証人は国に伝道を禁じられると，近所の人や同僚や友人に話すようになった。その結果，強制労働収容所に送られると，今度は他の囚人たちに伝道するようになった」。旧ソ連の兄弟たちは，禁令が課されても伝道をやめませんでした。では，あなたの国で伝道が禁止されたらどうしますか。旧ソ連の兄弟たちのように，どんな状況でも伝道を続けることを決意していますか。









^ ***喜歌 143番 諦めずにエホバの日を待ち続ける***
143番
諦めずにエホバの日を待ち続ける
（ローマ 8:20-25）
1. エホバ知っている 一番良い時
主権の正しさ明らかにする
（※ 繰り返し）
さあ 喜び忘れず
楽しみに待とう
神の約束
2. イエス待っている 征服する時
勝利の剣で敵打ち負かす
（※ 繰り返し）
さあ 喜び忘れず
楽しみに待とう
神の約束
3. みんな待っている 自由になる時
エホバが定めたその日信じて
（※ 繰り返し）
さあ 喜び忘れず
楽しみに待とう
神の約束
（マタ 25:13; ルカ 12:36も参照。）



^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）









^ ***喜歌 8番 エホバは避難所***
8番
エホバは避難所
（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）



^ ***新世ス マタイ 23:35***
35 こうして，正しい人アベルの血から，あなた方が聖なる所と祭壇の間で殺害した，バラキヤの子ゼカリヤの血に至るまで，地上で流された正しい人の血全ての責任をあなた方は負います。



^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
3番
私たちの力，希望，確信
（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）









^ ***喜歌 122番 揺らぐことなく勝利を得る***
122番
揺らぐことなく勝利を得る
（コリント第一 15:58）
1. 闇の中をさまよう
希望消えた世界で
光掲げ続けて神に仕える
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
2. 正しいこと行い
悪いもの憎むなら
誘惑に負けないで歩んでいける
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
3. 神の知らせ伝えよう
喜びに満ちあふれ
力尽くし励もう 終わりは近い
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
（ルカ 21:9; ペテ一 4:7も参照。）



^ ***喜歌 127番 私はどんな人になるべきだろうか***
127番
私はどんな人になるべきだろうか
（ペテロ第二 3:11）
この命を下さった
エホバ神に感謝します
聖書読み 心を映し
本当の自分 調べる
エホバ神に喜んで
この命を捧げたから
どんな人になるべきか
教えてほしいのです
あなたにもっと近づいて
あなたとずっと共に歩む
献身の誓いを果たし
揺るぎない愛をあなたに
（詩 18:25; 116:12; 格 11:20も参照。）
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